


■実施スケジュール・会場／Program

11 月 2 日（金）

13:00～14:00

14:15～16:15

16:15～18:15

18:30～

特別講演会

会場：大学会館 3 階大集会室（会場Ⅳ-１)

講師：勝間和代氏

講演テーマ：

「勝間和代、土木計画学を語る－専門外の立場だからこそ、言えること」

ポスターセッション

会場：理工学研究科棟 1 階ロビーおよび玄関ホール（会場Ⅲ-１）

[14:15～15:15]：論文番号奇数グループのコアタイム

[15:15～16:15]：論文番号偶数グループのコアタイム

招待講演・委員会報告

会場：総合研究棟１階シアター教室（会場Ⅰ-1)

各種委員会報告 16:15-16:45

招待講演：

16:45-17:30

北海道大学 内田賢悦氏

「道路ネットワークおける移動時間信頼性を考慮した便益評価の実用化に

向けた課題と展望」平成 23 年度土木学会論文賞

17:30-18:15

愛媛大学 高山雄貴氏

「空間経済システムにおける経済集積のパターン形成メカニズム」平成 23

年度土木学会論文奨励賞

懇親会

会場：埼玉大学第 2 学生食堂

参加費：（事前受付）5、000 円 （当日受付）6、000 円

いずれも、当日懇親会の会場受付にてお支払い下さい。

11 月 3 日（土）・４日（日）

9:00～18:15 口頭発表セッション

会場：建物Ⅰ（Ⅰ－１～３）及び建物Ⅱ（Ⅱ－１～６）
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■実施要領／Guide for Presentation

口頭発表の講演方法

１．発表者は各セッションの１５ 分前までに各会場へ集合し、司会者と打ち合わせて下さい。

２．各セッションの時間は９０ 分です。そのため、１ 論文あたりの発表時間は１２ 分が標準

です。

３．本年度も昨年度に引き続き、発表方式は液晶プロジェクターを利用します。

発表者の皆様は、以下の点にご注意ください。

・開催校では、各発表会場に液晶プロジェクターとディスプレイケーブルのみ準備いたします。

ノートパソコンは原則各発表者に持参いただき、会場に設置されている液晶プロジェクターに各

発表者の責任にて接続のほどお願いいたします。

・聴講者に対してレジュメ５０ 部をご用意の上、各セッション会場にて配布して下さい。

ポスターセッションの実施について

＜スケジュール＞

・12:00～13:00 ポスター貼り付け

ポスター番号をボードあるいはパネルに貼付し

ておきます。所定の場所に貼り付けてください。

なお掲示用ボードの場合、画鋲はそれぞれのボー

ドに取り付けておきます。釣り下げパネルの場合

にも、両面テープを貼っておきますのでシールを

はがして貼り付けて下さい。なお、パネルの前に

は資料等を置くための机等はありませんので、ご

注意ください。

・14:15～16:15 ポスターセッション

[14:15～15:15]：

論文番号奇数グループのコアタイム

[15:15～16:15]：

論文番号偶数グループのコアタイム

ポスターセッションは、１時間ごとに論文番号

の奇数グループ、偶数グループで分けコアタイム

を設けます。コアタイムの間は、必ず発表者がポ

スターの前にいるようにして下さい。

・16:15～16:30 ポスター撤去

16:30 には掲示用ボードの撤去を始めますので、

それまでにポスターの撤去をお願いいたします。
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■プログラム／Session Program

第１日／１１月２日（金）

会場

（P1）ビルマ橋梁技

術訓練センターにお
ける技術協力の経緯
とその成功要因

（P15）日本人と外国

人の観光消費がもた
らす地方への経済的
効果―東日本大震
災前後の比較―

（P29）Travel Choice

Behavior Analysis of
Urban
Railway Residents
and Non-residents
in Bangkok, Thailand

（P43）鉄道利用者の

所要時間分布の特
性分析

（P57）地方自治体に

おける公共交通関連
施策の傾向と市町村
合併の影響

（P71）貨物トラック事

故の社会的背景に
関する一考察

南出将志 栗原剛 Peamsook Sanit 高浪裕三 上畑雄太郎 嶋本宏征

東京大学 一般財団法人運輸政策
研究機構運輸政策研究
所

Yokohama National
University

東京電機大学理工学部
理工学科

金沢大学大学院自然科
学研究科

一般財団法人運輸政策
研究機構 運輸政策研究
所

田邊怜，加藤浩徳，本田
利器，

荒谷太郎 Fumihiko Nakamura，
Shinji Tanaka，Rui Wang

杉山茂樹，藤生慎，高田
和幸

高山純一，中山晶一朗，
塩士圭介

（P3）盛岡市在住高

齢者における買い物
弱者人口の推計

（P17）大学生の服装

が景観や授業態度
に与える影響に関す
る研究 ―筑波大学
の事例―

（P31）都市災害時に

おける帰宅交通需要
の時間分散政策

（P45）北部九州都市

圏における自家用車
を利用した送迎トリッ
プの特性分析

（P59）駐車場システ

ムからみた地方都市
中心市街地へのアク
セス行動分析

（P73）タイ・バンコク

のオートバイ利用者
を対象とした交通安
全教育の効果に関
する研究

平井寛 谷口綾子 植田綱基 有吉亮 日野智 原田慎吾

岩手大学 筑波大学 神戸大学大学院 横浜国立大学大学院 秋田大学大学院工学資
源学研究科

横浜国立大学大学院
都市イノベーション学府

南正昭 川村竜之介，赤澤邦夫，
岡本ゆきえ，桐山弘有助

織田澤利守 中村文彦 佐藤誠之，鈴木雄，木村
一裕

中村文彦，岡村敏之，田
中伸治，王鋭

（P5）The

Methodology of
International
Comparison of
High-speed Rail
Development Level

（P19）中山間地域を

もつ地方都市の交通
手段選択モデルの
構築

（P33）新潟市におけ

る自転車共有サービ
ス「にいがたレンタサ
イクル」の利用者特
性

（P47）大規模ネット

ワークでの経路選択
パラメータの最尤推
定法及びその金沢
道路ネットワークへ
の適用

（P61）海外のガイド

ウェイバス事例に学
ぶBRTの課題

（P75）交通需要マネ

ジメントへのITS技術
の適用に関する考察

ジェ シュ 河尻陽子 中村泰宏 道下健二 中村文彦 鈴木彰一

東京大学工学系研究科
社会基盤専攻

名古屋大学大学院 長岡技術科学大学 金沢大学大学院 横浜国立大学大学院 国土交通省国土技術政
策総合研究所

家田仁 金森亮，森川高行 佐野可寸志，土屋哲 中山晶一朗，高山純一 外山友里絵 金澤文彦，築地貴裕

（P7）維持と公的支

援の面からみたコ
ミュニティバスに対す
る市民意識に関する
研究

（P21）Dynamic AIDS

モデルによる長期・
短期交通需要弾力
性推定

（P35）地方都市中心

市街地における来街
者・居住者トリップ特
性と地区特性との関
係に関する研究

（P49）外貿コンテナ

基幹航路における日
本寄港船の船型分
布の推計

（P63）Innovative

ITS Technologies
for Reducing Traffic
Impacts at Bangkok
Intersections

（P77）バス停付近の

自転車走行空間に
おける設計方法と運
用方法の評価に関
する研究

倉嶋祐介 吉野大介 門倉孝行 赤倉康寛 中辻隆 王鋭

（株）地域未来研究所 復建調査設計株式会社 横浜国立大学大学院都
市イノベーション学府

京都大学 北海道大学大学院 横浜国立大学

内田敬 小池淳司，中尾拓也 中村文彦，田中伸治，王
鋭

瀬間基広，神波泰夫 Weeradej
CHEEWAPATTANANUW
ONG，Pichai
TANEERANON

高橋優希，中村文彦，岡
村敏之，田中伸治

（P9）歴史的市街地

における観光周遊と
消費行動に関する基
礎的考察－宮島を事
例として－

（P23）生活利便施設

の立地形態による生
活交通行動とその利
便性評価への影響
分析‐滋賀県東近江
市を対象として

（P37）新潟市への自

動車通勤車のロード
プライシング施策へ
の受容意識

（P51）計画的に整備

された市街地内の緑
道の通行位置に関
する基礎的研究

（P65）山口大学工学

部におけるカーシェ
アリング導入可能性
についての態度・行
動分析

（P79）日本全国規模

のネットワークを対象
とした交通流シミュ
レーションの開発

伊藤雅 寺山一輝 石井歩未 大沢昌玄 小澤卓矢 小出勝亮

広島工業大学 神戸大学大学院海事科
学研究科

長岡技術科学大学大学
院工学研究科

日本大学理工学部土木
工学科

山口大学大学院 株式会社アイ・トランス
ポート・ラボ

小谷通泰，秋田直也，竹
牟禮駿

佐野可寸志，土屋哲 堤一馬，岸井隆幸 鈴木春菜，榊原弘之 田中伸治

（P11）地方都市商店

街の活性化における
商店主の意欲向上
の要因に関する研究
- 水木しげるロードを
ケーススタディとして

（P25）メトロマニラに

おける大型商業施設
の交通アクセス整備
状況と交通意識に関
する研究

（P39）自動車利用可

否と社会的疎外のリ
スクに関する一考察

（P53）Modeling

Relief Supply
Operations in
Response to Large
Scale Earthquake
Disasters

（P67）高齢運転者等

専用駐車区間制度
の評価

松村暢彦 太瀬隆敬 宮崎耕輔 Wisinee

Wisetjindawat

松村みち子

大阪大学大学院 横浜国立大学 大学院イ
ノベーション学府

香川高等専門学校 Nagoya Institute of Tech 横浜国立大学大学院

依藤光代 岡村敏行，中村文彦，田
中伸司，王 鋭

西原優太 Hideyuki Ito，Eizo
Hideshima，Motohiro
Fujita

中村文彦，田中伸治，王
鋭

（P13）隅田川の堤防

形態とその利用実態

（P27）高齢者の自動

車利用特性の変化と
影響要因に関する研
究

（P41）高速道路サー

ビスエリアにおけるド
ライバーの駐車マス
選択挙動の解明

（P55）陸前高田市の

応急仮設住宅に住
む人々の生活活動と
交通

（P69）アジア大都市

のバス運用への我
が国からの技術支援
の可能性に関する研
究

谷下雅義 中本侑香子 大野慎也 宇佐美誠史 外山友里絵

中央大学 横浜国立大学大学院都
市イノベーション学府

横浜国立大学大学院 都
市イノベーション学府

岩手県立大学 横浜国立大学大学院

本島将行，浅田巧海，辻
野五郎丸

中村文彦，田中伸治，王
鋭

田中伸治，中村文彦，王
鋭

元田良孝 中村文彦，岡村敏之，田
中伸治，王鋭

理工学研究科棟1階ロビー(建物Ⅲ)
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■プログラム／Session Program

第１日／１１月２日（金）

会場

（P2）マクロ計量経済
モデルの不確実性を
考慮したデフレ下で
の社会資本整備効
果の分析

（P16）東アジア諸国
間の渡航者数の変
動に及ぼす要因につ
いての研究

（P30）社会的ネット
ワーク理論に基づく
空間相互作用モデ
ル

（P44）メトロマニラに
おける人々の意識と
交通手段利用意図と
の関連性に関する研
究

（P58）生活道路にお
ける自動車への速度
提示活動の効果とそ
の普及に向けた課
題

（P72）The
Effectiveness of
Ecodoriving Program
in the Real-world
Driving

高原恵男 荒井美香子 大平悠季 佐藤保大 三村泰広 Anabel ABUZO

名古屋大学大学院工学
研究科

東京理科大学大学院
土木工学専攻 計画研
究室

神戸大学大学院 横浜国立大学大学院 公益財団法人豊田都市
交通研究所

Tokyo Institute of
Technology

山本俊行，藤井聡 寺部慎太郎，葛西誠 織田澤利守 中村文彦，岡村敏之，田
中伸治，王鋭

加藤秀樹，樋口恵一，小
野剛史，安藤良輔

Ayuka TAKEDA，
Yasunori MUROMACHI

（P4）市民－行政情
報ギャップ解消のた
めの営造物トレーサ
ビリティシステムの実
現可能性調査

（P18）利己的傾向と
交通手段への態度・
交通行動の関連分
析 ―茨城県民と東
京23区民の比較―

（P32）高齢化社会を
見据えた自動車運
転継続意向に関する
要因分析

（P46）Changes in
Land Use,
Transportation
System and the
Mobility in Gifu by
using Historical Map,
Statistics and
Personal Trip
Survey Data

（P60）バス利用者の
Web情報利用に関す
る実態分析

（P74）錯綜挙動に着
目したトランジット
モールの安全性に関
する研究(ドイツ諸都
市のトラム走行空間
を事例に)

三木晶太 谷口綾子 嶋本寛 郭敏 小根山裕之 遠藤寛之

大阪市立大学大学院工
学研究科

筑波大学 京都大学 岐阜大学大学院工学研
究科

首都大学東京大学院 横浜国立大学大学院都
市イノベーション学府

内田敬 山本克己 杉本鉄平，宇野伸宏，大
藤武彦

倉内文孝 広瀬一樹，小澤聖治，鹿
田成則

中村文彦，岡村敏之，田
中伸治，王鋭

（P6）GISを用いた環
境と防災に配慮した
土地利用計画策定
支援システムに関す
る研究リー政策に着
目して ～

（P20）狩野の品質モ
デルによる路線バス
サービスの特性分類

（P34）時間信頼性と
連結信頼性に基づく
道路ネットワーク評
価法の開発

（P48）交通シミュ
レーションを用いた電
気自動車(EV)充電ス
タンド配置の検討

（P62）タクシー事業
規制の変遷下での
東京都心におけるタ
クシー交通需要の分
析

（P76）停留所の位置
に着目したバス優先
信号制御の効果に
関する研究

山畠充紗子 谷口綾子 土倉悟 田中伸治 泊尚志 徐美淑

徳島大学大学院先端技
術科学教育部

筑波大学 金沢大学 横浜国立大学 一般財団法人運輸政策
研究機構

横浜国立大学院

渡辺公次郎，近藤光男 山本克己 中山晶一朗，高山純一 矢野圭二郎，大口敬，中
村文彦，王鋭

中村文彦，田中伸治，王
鋭

（P8）照度が歩行時・
安静時の心拍変動
に及ぼす影響

（P22）域内案内拠点
を有効活用した着地
済み来訪客の周遊
観光誘引に関する基
礎的検討

（P36）東日本大震災
発生時における救急
搬送活動の実態と課
題

（P50）Macroscopic
Comparison of
Infrastructure for
Evacuation from
Tsunami in Case of
the Great East
Japan Earthquake in
2011

（P64）地方都市にお
ける自動車利用抑制
施策へのトランスセ
オレティカルモデル
適用可能性

（P78）新疆ウイグル
自治区コビ・砂漠道
路の交通安全施設
の状況と課題

浅田拓海 平沢隆之 秦奕 LEE JUN 加藤研二 ズルピカール・ケレ
ム

中央大学理工学部都市
環境学科

東京大学生産技術研究
所

金沢大学 The University of Tokyo 阿南工業高等専門学校 大阪市立大学大学院工
学研究科

谷下雅義 小笠原誠，牧野浩志 高山純一，中山晶一朗 Kiichiro HATOYAMA，
Hitoshi IEDA

真坂美江子，近藤光男，
奥嶋政嗣

日野泰雄

（P10）大都市近郊で
の中心市街地活性
化におけるガバナン
スの変遷と継承の要
因に関する研究- 生
駒駅前商店街を事例
として -

（P24）震災を契機と
したエネルギー消費
および交通行動の変
化に関する研究

（P38）都市内カー
シェアリングの潜在
需要分析

（P52）搬入指定時刻
が国際海上コンテナ
輸送トラックの運行
挙動に与える影響の
分析

（P66）駅施設におけ
る路面誘導サインの
設置検証と効果確認
に関する研究

（P80）自動車運送事
業における運転時間
基準に関する基礎的
考察

松村暢彦 一丸結夢 岡村敏之 杉本祥 北川博巳 嶋本宏征

大阪大学大学院 筑波大学大学院 東洋大学 神戸大学 兵庫県立福祉のまちづく
り研究所

一般財団法人運輸政策
研究機構 運輸政策研
究所

依藤光代 石田東生，岡本直久 中村文彦，王鋭 秋田直也，小谷通泰，島
本真嗣，竹林弘晃

泊尚志

（P12）東京都市圏の
気候変動緩和・適応
策の相互作用に関
する土地利用シナリ
オ分析評価

（P26）就業の有無別
にみた乳幼児を持つ
女性の交通行動に
関する分析

（P40）高齢者の外出
行動特性と交通意
識・生活意識の関係
性に関する研究

（P54）名古屋地域に
おけるカーシェアリン
グ会員特性と利用意
向に関する分析

（P68）特別支援学校
の通学に着目した知
的障害者のモビリ
ティ確保に関する研
究

中道久美子 李明軒 佐野純平 安江勇弥 大家和美

東京工業大学 神戸大学大学院海事科
学研究科

横浜国立大学大学院 名古屋大学 工学研究
科

横浜国立大学大学院
都市イノベーション学府

山形与志樹，瀬谷創 小谷通泰，渡邊美帆，秋
田直也

中村文彦，岡村敏之，田
中伸治，王鋭

金森亮，森川高行 岡村敏之，田中伸治，王
鋭

（P14）首都圏観光ス
ポットの話題性に関
する考察

（P28）Semi-dynamic
traffic assignment
model and its
application

（P42）サービス水準
に着目した鉄道廃止
代替バスの評価に
関する研究

（P56）私有自転車と
共用自転車の費用
分析に関する研究

（P70）高齢者を対象
としたデマンドバスの
予約手段としてのス
マートフォンの利用
可能性に関する研究

辰巳はるな Pham Thi Thu Ha 長谷川直之 下出依瑞美 吉野遼平

東京理科大学大学院 Kanazawa University 横浜国立大学大学院 横浜国立大学大学院 横浜国立大学大学院都
市イノベーション学府

寺部慎太郎，葛西誠 Nakayama/Sho-ichiro，
Takayama/Jun-ichi

中村文彦，岡村敏之，田
中伸治，王鋭

中村文彦，岡村敏之，田
中伸治，王鋭

中村文彦，岡村敏之，松
行美帆子，王鋭

理工学研究科棟1階ロビー(建物Ⅲ)

後半
コアタイ

ム
15:15
～

16:15
Ⅰ

ポ
ス
タ
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セ
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ョ
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説
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）
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掲
示
ボ
ー
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前
で
説
明

）
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ス
タ
ー

セ
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シ
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ン
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ポ
ス
タ
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掲
示
ボ
ー

ド
前
で
説
明

）

ポ
ス
タ
ー

セ

ッ
シ

ョ
ン

（
ポ
ス
タ
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掲
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ボ
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ド
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で
説
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ポ
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タ
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セ

ッ
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ポ
ス
タ
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掲
示
ボ
ー

ド
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で
説
明

）
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第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
土
）

会
場

（
1
）
V
is
u
al
is
in
g

C
O
2
E
m
is
si
o
n
s
in

an
U
rb
an

A
re
a:
A

P
re
lim

in
ar
y

R
e
se
ar
c
h

（
1
2
）
地
方
中
小

自
治

体
に
お
け
る
総

合
評

価
に
よ
る
入
札

方
式

導
入

の
可
能
性

に
つ

い
て

（
2
5
）
地
区
計
画

に
よ

る
地
区
整

備
の
経
済

的
評
価
に
関
す
る
研

究

（
3
9
）
遠
地
津

波
の
津

波
警
報
発

表
時
に
お

け
る
避
難
行

動
と
課

題

（
5
4
）
複
雑

な
地
下
空

間
で
の

移
動
に
お
け

る
案
内

情
報
の
利

用
に
関
す
る
研
究

（
6
9
）
複

数
の
観
光

統
計
の
個

票
デ
ー
タ
お

よ
び
都
市

間
交
通

デ
ー
タ
を
用
い
た
国

内
宿
泊

観
光
行
動

の
時
系
列

分
析

（
8
4
）
地

形
的
立
地

条
件
に
考
慮

し
た
都
市

計
画

の
手
法
に
関
す

る
研
究

（
9
9
）
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ

ア
リ
テ
ィ
に
よ
る
ミ
ク

ロ
交
通
行
動

モ
デ
ル

の
比
較
と
評
価

（
1
1
4
）
継
続
的

な
バ

ス
運
行
改

善
実
施
路

線
に
お
け
る
新
た
な

路
線
維
持
手

法
に
関

す
る
研
究

李
燕

藤
島

博
英

礒
部
優
太

神
谷
大
介

山
本
航

平
日
比
野

直
彦

沼
田

飛
鳥

泉
翔
伍

谷
島
賢

立
命

館
ア
ジ
ア
太

平
洋

大
学

足
利
工

業
大

学
早

稲
田
大

学
大

学
院

琉
球

大
学

早
稲

田
大

学
創

造
理

工
学

研
究

科
建

設
工

学
専

攻

政
策

研
究

大
学
院

大
学

早
稲
田

大
学

大
学
院

創
造
理

工
学

研
究
科

建
設
工

学
専

攻

神
戸

大
学

イ
ー
グ
ル

バ
ス

S
e
th

M
B
E
R
E
G
O

簗
瀬
範

彦
中

川
義
英

當
間

優
樹
，
赤

松
良

久
，
富
山

潤
浅

野
光

行
佐
藤

真
理

子
，
森

地
茂

中
川
義

英
小

谷
慎
太

，
井

料
隆

雅
坂

本
邦

宏
，
大

江
展

之
，
久
保

田
尚

（
2
）
T
H
E

IN
F
L
U
E
N
C
E
S
O
F

E
N
V
IR
O
N
M
E
N
T
A
L

C
O
N
S
C
IO
U
S
N
E
S
S

A
N
D

T
R
A
N
S
P
O
R
T
A
T
IO

N
A
T
T
IT
U
D
E
O
N

E
L
E
C
T
R
IC

V
E
H
IC
L
E

P
U
R
C
H
A
S
E

IN
T
E
N
T
IO
N
S

（
1
3
）
道
路
施
設

の
破

損
リ
ス
ク
に
基
づ
く
最

適
補

修
戦
略
決

定
モ

デ
ル
の

構
築

（
2
6
）
土
地
利
用

調
整

系
自
主
条
例

の
指
定

内
容
に
関
す
る
研
究

－
安
曇
野
市

の
適
正

な
土
地
利

用
に
関
す

る
条
例
を
事
例

と
し
て

－

（
4
0
）
津
波
災

害
時
に

お
け
る
避
難
行
動

の
対
策
評
価

―
茨
城
県

大
洗
町
を
対

象
と
し

て
―

（
5
5
）
京
都

市
の
歴
史

的
都
心

地
区

に
お
け

る
来
訪

者
の
回
遊

行
動
特
性

に
関

す
る
研

究

（
7
0
）
観

光
行
動
に
お

け
る
IC
T
機
器
活

用
に
関
す
る
基
礎

的
調

査
～
宮

崎
県
南
地

域
を
対
象
と
し
て
～

（
8
5
）
3
つ
の

並
行
す

る
計
画
プ
ロ
セ
ス
の

理
論

的
枠
組

み

（
1
0
0
）
運

転
行
動
形

態
の
推
移
を
考

慮
し

た
統
合

型
追
従
モ
デ

ル
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
再

現
性
検
証

（
1
1
5
）
路
線

バ
ス
上

限
運
賃
制
度

導
入

に
よ
る
利

用
促
進

と
外

出
環
境
の

改
善
に
関

す
る
研
究

H
u
an

L
iu

杉
浦

聡
志

眞
島
俊
光

門
野
樹

矢
ヶ
崎
真
也

石
井
豊

屋
井

鉄
雄

柳
原
正
実

千
葉
真

名
古

屋
大

学
環

境
学

研
究

科
大

日
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

株
式
会

社
株

式
会
社

日
本

海
コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト

株
式

会
社
大

林
組

立
命

館
大

学
大

学
院

宮
崎

大
学

大
学
院

東
京
工

業
大

学
大
学

院
京

都
大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
㈱

佐
藤

仁
美

，
森
川

高
行

高
木
朗

義
，
倉

内
文

孝
川

上
光
彦

，
野

村
篤
志

浅
野

光
行

高
橋

宏
史

，
塚

口
博

司
出
口

近
士

，
吉

武
哲

信
，
後

藤
悠
介

泊
尚
志

宇
野

伸
宏

，
嶋

本
寛

，
中

村
俊
之

吉
田

樹

（
3
）
建
設
工
事

契
約

に
お
け
る
遅
延
分

析
手
法

の
た
め
の

遅
延

概
念

整
理

（
2
7
）
コ
ー
ホ
ー
ト
法

に
基
づ
く
小
地

域
に

お
け
る
人

口
推
計

（
4
1
）
東
日
本

大
震
災

津
波
避
難

行
動
調
査

に
基

づ
く
避

難
遅

れ
の
要
因
分

析

（
5
6
）
大
規

模
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る

歩
行
者

サ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
の

連
続
性
評

価
に
関
す
る
研
究

（
7
1
）
観

光
プ
ロ
ー
ブ

調
査
に
よ
る
満
足

度
と
行

動
量
の

関
係

~
加
賀
温

泉
郷
を
例
と

し
て
~

（
8
6
）
共

分
散
構
造

分
析
に
お
け
る
数
値

解
析
上

の
課
題
に
関
す

る
一
考
察

（
1
0
1
）
階

層
ベ
イ
ズ

法
に
よ
る
バ
ネ
質
点

系
追
従
挙
動

モ
デ
ル

パ
ラ
メ
ー
タ
の
時
変

推
定

（
1
1
6
）
潜
在
需
要

に
着

目
し
た
地

方
都
市

バ
ス
交
通

に
対

す
る

意
識
構
造
分

析

A
le
n
a

V
as
ily
e
va
ly
u
lin
a

瀬
谷
創

柴
山
菜
摘

森
圭
右

生
形
嘉

良
目
黒

達
也

葛
西
誠

藤
野
大
地

京
都

大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

国
立

環
境

研
究

所
群

馬
工

業
高

等
専

門
学

校
立

命
館

大
学
大

学
院

日
本

工
営

株
式
会

社
北

海
道

大
学

大
学
院

工
学
院

東
京

理
科

大
学

関
西

大
学

大
西

正
光

，
小
林

潔
司

山
形

与
志

樹
，
堤

盛
人

森
田

哲
夫
，
細

川
良

美
，
塚
田

伸
也

，
三
上

卓

平
田

秀
樹

，
塚

口
博

司
薄
井

智
貴

B
o
ri
th

L
O
N
G
，
中

辻
隆

柴
垣

俊
，
寺

部
慎
太

郎
秋

山
孝

正
，
井

ノ
口
弘

昭

計 画 論 （ １ ） 大 沢 昌 玄

ミ ク ロ 交 通 流 モ デ ル 堀 口 良 太

公 共 交 通 （ １ ） 加 藤 博 和

第
Ⅱ
-
5
会
場

第
Ⅱ

-
6
会
場

9
:0
0
～

1
0
:3
0

II

Infrastructure Planning 奥村 誠

公 共 事 業 計 画 若 林 拓 史

都 市 計 画 （ １ ） 佐 藤 徹 治

津 波 避 難 行 動 二 神 透

交 通 行 動 調 査 （ １ ） 三 輪 富 生

第
Ⅰ
-
1
会

場

観 光 ・ 余 暇 行 動 高 山 純 一

第
Ⅰ
-
2
会

場
第
Ⅰ

-
3
会
場

第
Ⅱ
-
1
会
場

第
Ⅱ
-
2
会
場

第
Ⅱ
-
3
会
場

第
Ⅱ
-
4
会

場
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■プログラム／Session Program

第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
土
）

会
場

（
4
）
A
N
IM
P
R
O
V
E
D

B
U
S
S
IG
N
A
L

P
R
IO
R
IT
Y
M
O
D
E
L

F
O
R
A
R
T
E
R
IA
L

R
O
A
D
S
W
IT
H
C
O
-

O
R
D
IN
A
T
IO
N
S

（
1
4
）
か
ぶ
り
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
剥

離
・
剥
落

お
よ
び
鉄
筋

腐
食
過

程
の

推
計

（
2
8
）
地
方
分
権

時
代

に
お
け
る
都
市

計
画

を
通

じ
た
自
動
車

C
O
2
排
出
量

低
減
政

策
の
可
能
性

（
4
2
）
東
北
被

災
地
域

の
製
造
業
の

構
成
と

撤
退
事
業
所

の
特
徴

（
5
7
）
住
民
参

加
の
ま

ち
づ
く
り
社
会

実
験
の

実
施
に
よ
る
地
域
へ

の
効
果

の
検
証

（
7
2
）
離
散

-
連
続
モ

デ
ル
の
研
究

動
向
に

関
す
る
レ
ビ
ュ
ー

（
8
7
）
ピ
ー
ク
電

力
価

格
の
外

出
行
動
へ

の
影
響
に
関
す
る
基
礎

分
析

（
1
0
2
）
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
デ
ー
タ
を
用
い

た
自
転
車

関
連
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
の
発
生
状

況
分
析

（
1
1
7
）
屋

代
線
廃
止

代
替

バ
ス
導

入
の
評

価
分

析

T
R
A
N
V
U
T
U

松
岡

弘
大

肥
後
洋
平

谷
口
知
己

籠
瀬
美
穂

福
田
大

輔
紀
伊
雅

敦
佐
々

木
諒

進
藤

魁
仁

N
a
ga
o
ka

U
n
iv
e
rs
it
y

o
f
T
e
c
h
n
o
lo
gy

大
阪
大

学
筑

波
大
学

大
学

院
シ

ス
テ
ム

情
報

工
学

研
究

科

京
都

大
学

工
学

研
究

科
都
市

社
会

工
学

専
攻

埼
玉

大
学
大

学
院

理
工

学
研

究
科

東
京

工
業

大
学

大
学

院
香
川

大
学

工
学
部

成
蹊

大
学

長
野
工

業
高

等
専

門
学

校
専

攻
科

K
a
zu
sh
i
S
A
N
O

田
中
伸

幸
，
貝

戸
清

之
谷

口
守
，
落

合
淳

太
大

加
戸

彩
香

，
杉

村
美

緒
，
前
岡

健
一

郎
，
小

谷
仁

務

小
嶋

文
，
福

本
大

輔
，

石
神

孝
裕
，
久

保
田

尚
力

石
真

曽
根

慎
太

郎
，
小

野
仁

意
，
半

谷
陽
一

，
土

井
健
司

稲
垣

具
志

，
竹

本
雅

憲
，
大

倉
元

宏
柳

沢
吉

保
，
加

藤
博

和
，
高

山
純

一
，
中

村
優

一

（
5
）
A
P
ro
ba
bi
lis
ti
c

M
ax
im
al
C
o
ve
ra
ge

A
m
bu
la
n
c
e

L
o
c
at
io
n
M
o
de

l
w
it
h
U
n
c
e
rt
ai
n
ty

o
f
T
ra
ve

l
S
pe
e
d

（
1
5
）
非
斉
次
ポ
ア
ソ

ン
混
合
分
布

モ
デ

ル
：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

剥
離

・
剥
落
発
生

事
象
へ

の
適
用

（
2
9
）
集
落
に
立
地
す

る
都
市
サ
ー
ビ
ス
の

長
期
的
変
遷

に
関

す
る
研
究

（
4
3
）
大
規
模

災
害
が

観
光
需
要
に
与

え
る

影
響
の
評
価

方
法
の

検
討
：
時
系
列

パ
ネ

ル
デ
ー
タ
結
合
ア
プ

ロ
ー
チ

（
5
8
）
路
面
表

示
に
よ

る
自
転

車
通
行
帯
選

択
に
関
す
る
画
像

実
験

（
7
3
）
高
速

道
路
の
料

金
割
引

に
関

す
る
実

証
的
影

響
分
析

（
8
8
）
震

災
復
興
の
予

算
調
達

に
お
け
る

「
国
債
と
増
税

」
の
選

択
に
関
す
る
政

治
心

理
学
研

究

（
1
0
3
）
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー

デ
ー
タ
を
用
い
た
冬

期
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
サ

ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

評
価

（
1
1
8
）
バ

ス
及
び
周

辺
車

両
に
着
目
し
た

バ
ス
ベ
イ
型
停

留
所

に
関
す
る
研

究

W
is
it

L
IM
P
A
T
T
A
N
A
S
IR
I

小
濱

健
吾

根
本
拓
哉

西
村
泰
紀

岡
田
卓
也

佐
々
木

政
彦

福
井
公

四
郎

白
石

哲
也

宮
崎

嵩
大

K
y
o
to

U
n
iv
e
rs
it
y

京
都
大

学
大

学
院

筑
波

大
学

大
学

院
シ
ス

テ
ム

情
報
工

学
研

究
科

京
都

大
学
大

学
院

情
報

学
研

究
科

大
阪

市
立
大

学
大

学
院

工
学

研
究

科
独

立
行

政
法
人

日
本

高
速

道
路

保
有

・
債
務

返
済

機
構

京
都

大
学

い
で
あ
株

式
会

社
（
株

）
建

設
技

研
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

E
iic
h
i
T
A
N
IG
U
C
H
I

貝
戸
清

之
，
小

林
潔

司
，
福

田
泰

樹
宮

木
祐
任

，
谷

口
守

梶
谷

義
雄
，
多

々
納
裕

一
吉

田
長

裕
毛

利
雄

一
，
岡

英
紀

藤
井

聡
中
辻

隆
鹿

田
成

則
，
小

根
山

裕
之

（
6
）
M
u
lt
i-
A
ge

n
t

M
o
de

lin
g
fo
r

E
va
lu
at
in
g
U
rb
an

F
re
ig
h
t
P
o
lic
y

M
e
as
u
re
s
o
n

U
rb
an

D
is
tr
ib
u
ti
o
n

C
e
n
tr
e

（
1
6
）
マ
ル
コ
フ
・
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
モ
デ
ル

に
よ
る
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

発
生
過

程

（
4
4
）
大
規
模

災
害
に

お
け
る
被
害
計
測
の

た
め
の
応

用
一
般
均

衡
モ
デ
ル

の
開
発

（
5
9
）
高
齢
者

交
通
行

動
に
着
目
し
た
都
市

交
通
の
持

続
可
能
性

評
価

（
7
4
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

で
の
パ

ラ
メ
ー
タ
推
定

の
特
性

に
つ
い
て
の

一
考
察

（
8
9
）
道

路
の
連
結

信
頼
性
の

実
用
的
な
評

価
方
法

の
提

案

（
1
0
4
）
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー

に
よ
る
車
間
距
離

デ
ー
タ
を
用
い
た
交

通
状

態
推
定
の

提
案

（
1
1
9
）
運

行
事
業
者

の
違

い
に
着

目
し
た

近
畿

3
府
県

の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行

経
費

に
関
す
る
研
究

O
rn
ka
m
o
n

W
an
ga
pi
si
t

水
谷

大
二
郎

林
健
太
郎

長
谷
川

陽
平

中
山
晶

一
朗

原
田
慎

也
瀬
尾

亨
中
山

偉
人

K
y
o
to

U
n
iv
e
rs
it
y

大
阪
大

学
山

梨
大

学
大

学
院

関
西

大
学

金
沢

大
学

株
式

会
社

福
山
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

東
京

工
業

大
学

京
都
大

学
大

学
院

工
学

研
究

科

E
iic
h
i
T
a
n
ig
u
c
h
i

貝
戸
清

之
，
小

林
潔

司
武

藤
慎

一
秋

山
孝

正
，
井

ノ
口
弘

明
栄
徳

洋
平

，
戸

根
智

弘
，
三

木
智
，
若

林
拓

史

日
下

部
貴

彦
，
朝

倉
康

夫
中

川
大

，
松

中
亮
治

，
大

庭
哲

治
，
松

原
光

也

プ ロ ー ブ ・ ド ラ イ ブ レ コ ー ダ 森 川 高 行

公 共 交 通 （ ２ ） 岡 村 敏 之

第
Ⅱ
-
5
会

場
第
Ⅱ
-
6
会

場

1
0
:4
5
～

1
2
:1
5

III

Modelling for Urban Transport 兵藤 哲朗

維 持 管 理 計 画 塚 井 誠 人

都 市 計 画 （ ２ ） 中 井 祐

震 災 影 響 評 価 南 正 昭

交 通 行 動 調 査 （ ２ ） 西 井 和 夫

交 通 行 動 分 析 （ １ ） 井 料 隆 雅

計 画 論 （ ２ ） 高 野 伸 栄

第
Ⅰ
-
1
会

場
第
Ⅰ
-
2
会

場
第
Ⅰ

-
3
会
場

第
Ⅱ

-
1
会
場

第
Ⅱ
-
2
会
場

第
Ⅱ
-
3
会
場

第
Ⅱ
-
4
会
場

6



■プログラム／Session Program
第
２
日
／
１
１
月
３
日
（
土
）

会
場

（
1
7
）
心

理
的
方
略

と
構
造

的
方
略
の

双
方

を
援
用

し
た
事
業
継

続
計

画
の
実
質

的
普

及
策

に
関

す
る
研
究

（
3
0
）
C
O
2
削
減

と
水

害
リ
ス
ク
管

理
を
考

慮
し
た
IC
T
イ
ン
フ
ラ

の
立

地
選
択
に
関
す

る
分
析
-
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
拡
大

に
着

目
し
た
リ
ス
ク
評
価
に

対
す
る
一
考
察

-

（
4
5
）
津
波
常
襲

地
域

に
お
け
る
災
害

伝
承

の
実
態
と
そ
の

効
果

に
関
す
る
研
究
―
生

活
防
災
に
着
目
し
て

―

（
6
0
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

G
E
V
型
経
路
選

択
モ

デ
ル

を
用
い
た
確

率
的

利
用
者
均

衡
配
分

（
7
5
）
名
古
屋

大
学
に

お
け
る
パ
ー
ソ
ナ
ル

モ
ビ
リ
テ
ィ
共
同

利
用

シ
ス
テ
ム
導
入

に
関

す
る
基
礎
的

研
究

（
9
0
）
自
動

車
環
境
政

策
評
価
の

た
め
の

自
家
輸
送
を
明

示
化
し

た
応
用
一
般

均
衡
モ

デ
ル

（
1
0
5
）
東
名

岡
崎
地

区
暫
定

３
車
線
運
用

に
よ
る
交

通
状
況
改

善
効
果

と
利
用

者
意

識

（
1
2
0
）
車
内

交
流
イ

ベ
ン
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
促
進

の
有
効
性
に
関

す
る
研
究

中
尾

聡
史

松
井

加
奈
絵

石
原
凌
河

原
祐
輔

藤
田
桃
子

矢
田
部

貴
司

森
本
紘

文
齋
藤

貴
裕

京
都

大
学

工
学

部
地

球
工

学
科

独
立
行

政
法

人
国

立
環

境
研

究
所

大
阪

大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

東
京

大
学

大
学

院
名

古
屋

大
学

大
学

院
山

梨
大

学
大
学

院
中

日
本

高
速

道
路

株
式

会
社

北
海

道
大

学
大
学

院
工
学

院

中
野

剛
志

，
藤
井

聡
山

形
与

志
樹

松
村

暢
彦

赤
松

隆
三

輪
富

生
，
森

川
高

行
武

藤
慎

一
前

田
忍

，
矢
田

浩
規

，
木

村
真

也
岸
邦

宏

（
1
8
）
中

心
市
街
地

の
再
生

―
商
店
街

統
計

を
用
い
た
商
業
機

能
の
面

か
ら
の
検
討
―

（
3
1
）
輸
送
条
件

を
加

味
し
た
首
都
圏

製
造

業
の

施
設
立
地

に
関

す
る
研

究

（
4
6
）
地
域
で
受
け
継

が
れ
て
い
る
災

害
伝

承
の
特
性
と
災
害
教

訓
誌
の
開
発

の
実
践

（
6
1
）
経
路
選

択
行
動

モ
デ
ル
の
構
造

パ
ラ

メ
ー
タ
推
定
に
つ
い
て

（
7
6
）
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
実

施
意
識
の

差
異
を
考

慮
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

促
進
シ
ス
テ
ム

の
効

果
分
析

（
9
1
）
T
C
M
と
整
合

し
た
C
V
M
に
よ
る
環
境

経
済
評

価
－
白
神
山

地
の
利
用

価
値
と
非

利
用
価

値
の
計
測
－

（
1
0
6
）
付
加

車
線
設

置
に
よ
る
渋
滞
対
策

効
果
と
今
後
の

展
望

（
1
2
1
）
D
R
T
予
約
記

録
を
用
い
た
地
域

の
需
要

特
性
を
考
慮
し

た
運
行
方

法
の
検
討

－
茨

城
県
阿
見
町

を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し

て
－

畠
山

美
紗
子

藤
武

麻
衣

石
原
凌
河

池
田
愛

浪
崎
隆
裕

森
龍
太

原
山
哲

郎
塩
濱

慶
之

東
京

都
市

大
学

大
学

院
長

岡
技

術
科

学
大

学
院

工
学
研

究
科

大
阪

大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

東
北

大
学

大
学

院
情

報
科

学
研

究
科

名
古

屋
大
学

大
学

院
名

城
大

学
大
学

院
東

日
本

高
速

道
路

株
式

会
社

関
東

支
社

茨
城

大
学

大
学
院

理
工
学

研
究

科
攻

中
村

隆
司

佐
野

可
寸

志
，
土
屋

哲
，
萩

野
保

克
松

村
暢
彦

，
藏

重
良

紀
，
加

藤
佑

昌
，
西

田
拓

亮

宮
城

俊
彦

三
輪

富
生
，
森

川
高

行
，
山

本
俊

之
大

野
栄

治
，
森

杉
雅

史
，
佐

尾
博

志
深

瀬
正

之
，
石

田
貴

志
，
野

中
康
弘

山
田

稔

（
1
9
）
都

市
郊
外
部

の
団
地

住
民
の
生

活
満

足
度

と
転
居

可
能
性

（
3
2
）
地
方
小
都

市
の

中
心

市
街
地
に
お
け

る
空
き
店
舗
発

生
要

因
に
関

す
る
研
究

（
4
7
）
地
域
と
学
校
の

連
携
に
よ
る
津

波
被

害
軽
減
の
た
め
の
実

践
的
活
動
の

あ
り
方

に
関
す
る
考
察

（
6
2
）
混
雑
ゲ
ー
ム
に

お
け
る
N
o
n
-
at
o
m
ic

モ
デ
ル
の
数
値

計
算

特
性
に
つ
い
て

（
7
7
）
路
面
電

車
の
沿

線
住
民
と
の
持
続

的
な
関
係

構
築
の
た
め

の
集
客
イ
ベ
ン
ト
の

効
果
分
析

（
9
2
）
道
路

計
画
に
お

け
る
自
然
環

境
配
慮

の
方
向
性

に
関
す
る

一
考
察

（
1
0
7
）
都
市

内
高
速

道
路
に
お
け
る
交
通

流
状
態

領
域
別
車

線
数
別
事

故
発
生
リ
ス

ク

（
1
2
2
）
民
間

事
業
者

に
よ
る
新
た
な
乗
合

交
通

サ
ー
ビ
ス
へ

の
挑
戦

-
多
治

見
市

市
之

倉
町
で
の

取
り

組
み

-

佐
藤

徹
治

山
田

凌
照

本
清
峰

張
洋

仲
村
賢
人

山
本
裕

一
郎

兵
頭
知

加
藤

博
和

千
葉

工
業

大
学

東
京
工

業
大

学
和

歌
山
大

学
防

災
研

究
教

育
セ
ン
タ
ー

東
北

大
学

情
報

科
学

研
究

科
関

西
大

学
国

土
交

通
省

国
土

技
術

政
策

総
合
研

究
所

愛
媛

大
学

名
古

屋
大

学

鈴
木
美

緒
，
屋

井
鉄

雄
G
.C
.
P
e
q
u
e
,J
r.
，
宮
城

俊
彦

松
谷

朋
美
，
小

林
広

和
，
宮

野
誠

，
北

詰
恵

一

井
上

隆
司

，
角

湯
克

典
吉

井
稔

雄
，
高

山
雄

貴
岩
村

龍
一

，
山
本

智
基

公 共 交 通 （ ３ ） 吉 田 樹

第
Ⅱ
-
6
会
場

1
3
:1
5
～

1
4
:4
5

IV

計 画 学 の あ り 方 検 討 中 間 報 告 西 井 和 夫

地 域 政 策 加 藤 浩 徳

交 通 と 立 地 森 本 彰 倫

防 災 教 育 松 田 曜 子

経 路 選 択 （ １ ） 朝 倉 康 夫

交 通 行 動 分 析 （ ２ ） 土 井 勉

環 境 評 価 （ １ ） 武 藤 慎 一

高 速 道 路 田 中 伸 治

第
Ⅰ
-
1
会
場

第
Ⅰ
-
2
会
場

第
Ⅰ
-
3
会
場

第
Ⅱ

-
1
会
場

第
Ⅱ

-
2
会

場
第

Ⅱ
-
3
会

場
第

Ⅱ
-
4
会
場

第
Ⅱ
-
5
会
場

7



■プログラム／Session Program

第
２
日

／
１
１
月
３
日

（
土

）

会
場

（
7
）
4
d-
G
IS
に
よ
る

都
心
街
区

群
に
お
け

る
建
築

物
ス
ト
ッ
ク
量

の
時
系
列

分
析
―
名

古
屋
市
中

区
錦
二
丁

目
を
対
象
と
し
て
ー

（
2
0
）
防

犯
環
境
設

計
の
視
点

か
ら
み
た

ひ
っ
た
く
り
の

発
生
と

道
路
交

通
環
境
の

関

係
に
関
す
る
研

究

（
3
3
）
交

通
利
便
性

か

ら
み
た
広
域

都
市
圏

の
人

口
推
計
に
関
す

る
研
究

（
4
8
）
東
日
本
大

震
災

「
く
し
の
歯
作

戦
」
に

つ
い
て
の

物
語
描
写

研
究
～
啓
開

・
復

興

に
お
け
る
地
元

建
設

業
者
の
役
割

～

（
6
3
）
ロ
ジ
ッ
ト
型

交

通
選
択
モ
デ
ル
と

ツ
ァ
リ
ス
統
計

（
7
8
）
「
な
が

ら
歩
き
」

歩
行
者
の

歩
行
位
置

に
関
す
る
研
究

（
9
3
）
進

化
ゲ
ー
ム

理

論
を
用
い
た
中
山

間

地
域
に
お
け
る
自

主

的
な
C
O
2
排
出

抑
制

行
動

（
1
0
8
）
都

市
高
速
合

流
部

を
対
象
と
し
た

統
計

的
旅
行
時

間
予

測
手

法

（
1
2
3
）
地
方
部
の

低

密
度
居
住
地

域
に
お

け
る
需
給
層
固

定
型

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
過

程
で
得

た
課
題

杉
本
賢
二

仲
澤
昇

司
大
武

博
史

夏
山

英
樹

中
山
晶
一

朗
吉
城
秀
治

丸
林
紗

代
坂
井

勝
哉

四
辻
裕
文

名
古

屋
大

学
大

学
院

環
境

学
研

究
科

日
本

大
学

大
学
院

理
工

学
研

究
科

社
会

交

通
学

専
攻

宇
都
宮

大
学

大
学
院

京
都

大
学

大
学

院
金

沢
大

学
岡

山
大

学
大
学

院
環

境
学

研
究

科
岐
阜

大
学

大
学
院

工

学
研

究
科

東
京
工

業
大

学
山

梨
大
学

大
学

院
医

学
工

学
総

合
研

究
部

谷
川

寛
樹

，
森

田
紘

圭
，
加

藤
博

和
長

田
哲

平
，
小

早
川

悟
森

本
章

倫
神

田
佑
亮

，
藤

井
聡

橋
本

成
仁

高
木

朗
義

日
下
部

貴
彦

，
朝
倉

康

夫
佐

々
木
邦

明
，
山

本
理

浩
，
長

田
美

月

（
8
）
基
盤

地
図
情
報

を
用
い
た
大
震
時
火

災
延
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の

開
発
と
適
用

（
2
1
）
デ
マ
ン
ド
対
応

型
交
通

の
導
入
を
目

指
し
た
地
形
の
高

低

差
を
考
慮

し
た
移
動

抵
抗
の

算
定

（
3
4
）
市

町
村
合
併

が

人
口

動
態
に
与
え
た

影
響

と
高
速

道
路
の

整
備

に
よ
る
緩
和

効

果
の

分
析

（
4
9
）
東
日
本
大

震
災

の
避
難
実
態

を
踏
ま

え
た
大
規
模
災

害
時

大
学
関
係
の

避
難
者

予
測
と
避

難
対
策
―

茨
城
大
学
工

学
部
を

事
例
と
し
て
―

（
6
4
）
観
測
規

模
と
精

度
が
異
な
る
P
T
/
P
P

デ
ー
タ
を
同
時
に
用

い
た
活
動

場
所
選
択

モ
デ
ル

（
7
9
）
社
会

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上

で
の
情
報

探
索
行
動

の
実
験
と

分
析

（
9
4
）
都

心
商
業
地

域
で
の

路
上
駐
車

の
ア

イ
ド
リ
ン
グ
行

動
に
関

す
る
調
査

研
究

（
1
0
9
）
W
e
bサ

イ
ト
と

車
載

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
を

用
い
た
情
報

提
供
に

よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
促

進
効

果
の
分
析

（
1
2
4
）
地
域
生
活

交
通

サ
ー
ビ
ス
計

画
支

援
シ
ス
テ
ム
の
構

築

二
神
透

中
村
瑞

穂
長
川

侑
平

寧
静

伊
藤
創
太

石
原
佳
世

子
堂
柿
栄

輔
三
輪

富
生

坂
穂
崇

愛
媛

大
学

早
稲

田
大

学
大
学

院
創

造
理

工
学

研
究

科
京

都
大

学
大

学
院

茨
城

大
学

大
学

院
東

京
大

学
大

学
院

神
戸

大
学

北
海

学
園

大
学

名
古
屋

大
学

株
式

会
社

帝
国

建
設

コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

渡
部

正
康

浅
野

光
行

神
田
祐

亮
，
藤
井

聡
金

利
昭

羽
藤

英
二

井
料

隆
雅

梶
田

佳
孝

川
杉
尚

之
，
浪

崎
隆

裕
，
森

川
高

行
，
山

本

俊
行

倉
内

文
孝

（
3
5
）
地

方
都
市
に
お

け
る
中

心
市
街
地

の

近
年

の
人
口
回

帰
の

実
態

（
5
0
）
松
山
市
に
お
け

る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用

計
画
と
評

価
に
関
す

る
研
究

（
6
5
）
E
T
C
統
計

デ
ー

タ
を
用
い
た
旅
行
時

間
が
ラ
ン
プ
間
O
D
交

通
量
に
与
え
る
影
響

の
実
証
分

析

（
8
0
）
東
京

都
市
圏
に

お
け
る
子
育
て
世
帯

の
交
通
特

性
に
関
す

る
基
礎

的
分
析

（
9
5
）
電

線
類
地
中

化
事
業
に
対

す
る
道
路

構
造
が

異
な
る
条
件

に
お
け
る
周
辺
住

民
の
意
識

と
評
価

（
1
1
0
）
救

急
搬
送
活

動
改

善
に
向
け
た
こ

れ
ま
で
の
研

究
経
緯

か
ら
み

た
今

後
の
課

題
と
展
望

前
田

元
史

池
田
達
朗

上
田
大
樹

和
泉
範
之

岡
田
英

哲
辰
野

肇

東
京
都

市
大

学
大
学

院
愛

媛
大
学

理
工

学
研

究
科

神
戸

大
学

一
般

財
団

法
人

計
量

計
画

研
究

所
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
イ
ン
フ

ラ
ネ
ッ
ト
（
株

）
株

式
会

社
国

土
開
発

セ
ン
タ
ー

二
神

透
井

料
隆

雅
，
朝

倉
康

夫
平

田
晋

一
，
石

神
孝

裕
，
松

井
浩

日
比

野
直

彦
，
森

地
茂

高
山
純

一
，
中

山
晶

一

朗

交 通 行 動 分 析 （ ３ ） 内 田 敬

環 境 評 価 （ ２ ） 大 野 栄 治

交 通 管 理 ・ 交 通 情 報 宇 野 伸 宏

公 共 交 通 （ ４ ） 谷 本 圭 志

1
5
:0
0
～

1
6
:3
0

V

情 報 Ｇ Ｉ Ｓ 畑 山 満 則

地 域 交 通 木 梨 真 知 子

交 通 と 人 口 吉 武 哲 信

防 災 計 画 照 本 清 峰

経 路 選 択 （ ２ ） 宮 城 俊 彦

第
Ⅰ
-
1
会
場

第
Ⅰ
-
2
会
場

第
Ⅰ
-
3
会
場

第
Ⅱ

-
1
会
場

第
Ⅱ

-
2
会

場
第

Ⅱ
-
3
会
場

第
Ⅱ
-
4
会
場

第
Ⅱ
-
5
会
場

第
Ⅱ

-
6
会
場

8
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第
２
日
／

１
１
月
３
日
（
土

）

会
場

（
9
）
撮
影

動
機
プ
ロ
ト

コ
ル

分
析
に
よ
る
市

民
の
街
中
関

心
事
に

関
す
る
研
究

（
2
2
）
東
京

都
市
圏
に

お
け
る
業
務
交
通

ト
リ
ッ
プ
の

空
間
構
造

の
分
析
と
マ
ッ
ピ
ン
グ

（
3
6
）
中
国

主
要
都
市

B
R
T
シ
ス
テ
ム
の
外

部
効
果

の
評
価
に
関

す
る
研
究

（
5
1
）
社

会
基
盤
施

設
の
耐
災

設
計
思
想

に
見
る
『
技

術
基
準
の

進
化
論

』

（
6
6
）
D
R
T
の
導

入
前

後
の

居
住
者
の

公
共

交
通

利
用
変
化

に
関

す
る
研

究

（
8
1
）
ゲ
ー
ム

理
論
を

用
い
た
リ
ス
ク
回
避

型
補
強
リ
ン
ク
決
定

モ
デ
ル

の
構
築
と
基

礎
的
分
析

（
9
6
）
P
ar
ti
al

A
u
th
o
ri
ty

A
llo
c
at
io
n
o
f

R
e
gi
o
n
al
W
at
e
r

S
u
pp
ly

S
ys
te
m
in

In
do
n
e
si
a
an
d

E
c
o
n
o
m
ic

E
ff
ic
ie
n
c
y

（
1
1
1
）
東
日
本

大
震

災
時
の
航

空
機
活
動

の
実
態
分

析
―
い
わ

て
花
巻
・
山

形
・
福
島

空
港
を
対
象

と
し
て

―

（
1
2
5
）
イ
メ
ー
ジ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型

交
通
安

全
啓
発
活
動

の
質
的

な
改
善
に
関

す
る
研
究
～

M
M
に

お
け
る
説
得
的

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
応
用

実
践
と
効
果
分

析
～

松
本
浩
和

村
上
大
輔

李
伴
伴

佐
々
木

大
也

北
野

悠
介

長
尾
文
平

大
西
正
光

荒
谷
太
郎

夏
山
英

樹

一
般

財
団
法

人
計

量
計

画
研

究
所

筑
波

大
学
大

学
院

シ
ス

テ
ム

情
報

工
学

研
究

科

大
阪

市
立

大
学
大

学
院

東
京

大
学

岡
山
大

学
大

学
院
環

境
生
命

科
学

研
究
科

京
都
大

学
京

都
大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

（
一
財

）
運
輸

政
策

研
究

機
構

京
都

大
学

大
学

院

耳
川

茉
利
乃

，
内

田
敬

山
形

与
志
樹

，
瀬

谷
創

，
堤

盛
人

日
野

泰
雄

家
田

仁
橋

本
成

仁
嶋

本
寛

，
宇

野
伸
宏

M
a
n
ga
p
u
l
L
.

N
A
B
A
B
A
N
，
小
林

潔
司

平
田

輝
満
，
長

田
哲

平
，
花

岡
伸

也
，
轟
朝

幸

神
田

佑
亮

，
中

村
俊

之
，
久

米
富

美
男

，
奥

山
健

一

（
1
0
）
T
w
it
te
r利

用
者
の
雪
に
係
わ

る
発

言
の
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
に
関
す
る
研
究

（
2
3
）
既
成

市
街
地
の

住
宅
地
更

新
と
街

路
景
観
構
成

の
作
用
に

関
す
る
研
究

（
3
7
）
途
上

国
に
け
る

空
間
構

造
変
化
と
低

炭
素
地

域
間
交
通

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
C
O
2

削
減
効

果
～
タ
イ
を

事
例
と
し
て
～

（
5
2
）
幹

線
道
路
・
鉄

道
の
路

線
設
計
に
見

る
津

波
危
険
性

へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
～
仙
南

・
相
馬
地

区
と
東
海
道

吉
原
地

区
を
対
象
に

～

（
6
7
）
免

許
返
納
と
生

活
支

援
活
用
意

向
に

関
す
る
研
究

（
8
2
）
被
災
地
域

に
お

け
る
道
路
網
信

頼
度

の
早
期
推
定

法

（
9
7
）
市
街
地

内
中
小

河
川
を
事
例
と
し
た

都
市
河
川
の

水
辺
整

備
の
あ
り
方

に
関

す
る
研
究

（
1
1
2
）
東
日
本

大
震

災
時
の
都

区
内
道
路

の
グ
リ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
現

象
に
関
す
る
考
察

（
1
2
6
）
ま
ち
歩
き
促

進
に
向
け
た
観
光
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の

取
組
－
出

雲
大

社
周
辺

を
対

象
と
し

て
－

竹
内
祥
一

國
分
昭
子

三
室
碧

人
赤
塚
若

久
山
本

和
生

方
樹
名

福
嶋
恭
正

清
田
裕
太

郎
古
川
の

り
子

北
海

道
大
学

工
学

院
北

方
圏

環
境

政
策

工
学

専
攻

東
京

大
学
大

学
院

工
学

系
研

究
科

都
市

工
学

専
攻

日
本

学
術

振
興
会

特
別

研
究

員
D
C

東
京

大
学

大
学
院

工
学
系

研
究

科
岡

山
大

学
大

学
院
環

境
学
研

究
科

名
城
大

学
大

学
院

大
阪

市
立

大
学

大
学

院
後

期
博

士
課

程
芝

浦
工

業
大

学
土

木
工

学
科

(株
)バ

イ
タ
ル

リ
ー
ド

萩
原

亨
，
高

野
伸

栄
羽

藤
英

二
林

良
嗣

家
田

仁
橋

本
成

仁
若

林
拓

史
内

田
敬

岩
倉

成
志
，
野

中
康

弘
森

山
昌

幸
，
鈴

木
春

菜
，
藤

原
章

正

（
1
1
）
サ
ー
ビ
ス
ク
オ

リ
テ
ィ
の
観

点
か
ら
み

た
施

策
満
足
度

調
査

の
活
用
の
可

能
性
に

関
す
る
考
察

（
2
4
）
低
炭

素
ま
ち
づ

く
り
を
支

援
す
る
街
区

群
評
価
・
デ
ザ
イ
ン
シ

ス
テ
ム

の
提
案

（
3
8
）
ア
ジ
ア
途

上
国

大
都
市

に
お
け
る
長

期
的
将

来
の
低
炭

素
都
市
・
交
通

シ
ス
テ

ム
構
成

要
素
の
検

討

（
5
3
）
持

続
可
能
性

を
踏
ま
え
た
都
市
計

画
道
路
の

見
直
し
に
お

け
る
評
価

の
考
え
方

－
さ
い
た
ま
市
の
事

例
を
も
と
に
－

（
6
8
）
鉄

道
の
所
要

時
間
信

頼
性
の
経

済
価

値
の

推
計
手
法

に
関

す
る
研

究

（
8
3
）
都
市
高
速

道
路

に
お
け
る
突
発

事
象

情
報
の
提
供

に
よ
る

行
動
変
化
の

S
P
調

査
と
そ
の
分
析

（
9
8
）
歴
史
的

な
水
利

環
境
の
保
存

と
活
用

に
よ
る
環
境

防
災
水

利
計
画
の
提

案
―
明

治
期
の
防
災

設
備

「
本

願
寺
水
道

」
を
対

象
と
し
た
再
生
・
活
用

の
可
能
性
評

価
―

（
1
1
3
）
歴
史
都

市
に

お
け
る
災
害
時
交

通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
一
考

察

山
岡
泰
幸

森
田
紘
圭

山
本
充

洋
石
神
孝

裕
山
本

貴
大

日
下
部
貴
彦

金
度
源

久
下
紗
緒

里

名
古

屋
工
業

大
学

大
学

院
博

士
後

期
課

程
工

学
研

究
科

名
古

屋
大
学

大
学

院
環

境
学

研
究

科
株

式
会

社
N
T
T
デ
ー
タ

一
般

財
団

法
人

計
量

計
画

研
究

所
東

京
電

機
大

学
東

京
工

業
大

学
立

命
館
大

学
大

学
院

立
命

館
大
学

大
学

院

秀
島

栄
三

戸
川

卓
哉

，
加

藤
博

和
，
村

山
顕

人
，
飯

塚
悟

中
村

一
樹

，
藤

田
将

人
，
加

藤
博
和

，
林

良
嗣

福
本

大
輔

，
稲
原

宏
，

望
月

健
介

，
本
多

建
雄

杉
山
茂

樹
，
藤
生

慎
，

高
田
和

幸
社

領
沢

，
朝

倉
康
夫

塚
口

博
司
，
小

川
圭

一
，
安

隆
浩

水 資 源 森 杉 雅 史

災 害 対 応 内 田 賢 悦

モ ビ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 谷 口 綾 子

第
Ⅱ

-
4
会

場
第

Ⅱ
-
5
会

場
第

Ⅱ
-
6
会
場

1
6
:4
5
～

1
8
:1
5

V
I

意 識 調 査 分 析 紀 伊 雅 敦

空 間 構 造 モ デ ル 福 井 恒 明

ア ジ ア の 都 市 と 交 通 谷 口 守

設 計 思 想 土 井 健 司

交 通 意 識 分 析 古 屋 秀 樹

交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 浅 野 美 帆

第
Ⅰ

-
1
会

場
第

Ⅰ
-
2
会
場

第
Ⅰ
-
3
会
場

第
Ⅱ
-
1
会
場

第
Ⅱ
-
2
会
場

第
Ⅱ
-
3
会
場
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■プログラム／Session Program

第
３
日
／
１
１
月

４
日
（
日
）

会
場

（
1
2
7
）
E
F
F
E
C
T
O
F

P
O
L
IC
E
C
O
N
T
R
O
L

O
N
U
-
T
U
R
N

S
A
T
U
R
A
T
IO
N

F
L
O
W

A
T

D
IF
F
E
R
E
N
T

M
E
D
IA
N
W
ID
T
H
S

（
1
3
7
）
複

数
空
港
地

域
間
の
国
内

航
空
市

場
を
対

象
と
し
た
需

給
均
衡
モ
デ
ル
に
よ

る
シ
ナ
リ
オ
分
析

（
1
4
9
）
来
訪
者
の

意

識
か
ら
み
た
尼
崎
運

河
再
生
の
課

題
－

「
尼

崎
運
河
博

覧
会
」

来
訪
者
を
対
象

と
し

た
意

識
調
査
の
結

果

－

（
1
6
4
）
災
害
時

の
不

安
計
量
と
リ
ス
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効

果
に
関
す
る
研
究

（
1
7
9
）
生
活
サ

イ
ク

ル
と
交
通
サ
ー
ビ
ス

を
考
慮
し
た
長
距
離

交
通
の
宿

泊
・
日
帰

り
選

択
に
関
す
る
研

究

（
1
9
4
）
デ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
下

で
の
中
央

政
府

に
よ
る
公
共
事
業
の

事
業
効

果
分
析

（
2
0
6
）
交
差

点
通
過

回
数

を
考
慮
し
た
自

転
車

の
通
行
位

置
と

進
行

方
向
に
よ
る
交

通
事

故
遭
遇
確

率
の

比
較

分
析

（
2
2
1
）
生

活
道
路
に

お
け
る
地

区
関
係
者

と
抜
け
道
利
用

者
の

走
行

速
度
比
較

分
析

（
2
3
6
）
需
要
変
動

を

内
生
化
し
た
地

域
公

共
交
通
に
対
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
補
助

の

理
論
と
そ
の
適

用

T
h
ak
o
n
la
ph
at

J
E
N
J
IW
A
T
T
A
N
A
K

U
L

丹
生
清
輝

平
井
住
夫

鄭
蝦
榮

徳
永
大

輝
藤
井
聡

小
川

圭
一

稲
垣

具
志

村
野
祐
太
郎

N
a
ga
o
ka

U
n
iv
e
rs
it
y

o
f
T
e
c
h
n
o
lo
gy

国
土
交

通
省

国
土

技

術
政
策

総
合

研
究

所
兵

庫
県
県

土
整

備
部

京
都

大
学

九
州

大
学

工
学

府

都
市

環
境

シ
ス
テ
ム

工

学
専

攻

京
都

大
学

立
命

館
大

学
成

蹊
大

学
八

千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ

リ
ン
グ
株

式
会

社

K
a
zu
sh
i
S
A
N
O

井
上
岳

，
喜

渡
基
弘

，

今
村
喬

広
小

林
潔

司
，
白

承
志

角
知

憲
，
大

枝
良

直
，

樋
口

尚
弘

森
本

一
弘

寺
内
義

典
，
橘

た
か

，

大
倉
元

宏
Z
O
U
W
n
q
ia
n
，
溝
上

章
志

（
1
2
8
）

E
S
T
IM
A
T
IO
N
O
F

C
A
P
A
C
IT
Y

D
E
C
R
E
A
S
E
A
N
D

D
E
L
A
Y
C
A
U
S
E
D

B
Y
M
ID
-
B
L
O
C
K

C
R
O
S
S
IN
G

P
E
D
E
S
T
R
IA
N
S

（
1
3
8
）
小

型
機
材
の

活
用
及
び
L
C
C
に
よ

る
国
内
新
規

航
空
路

線
の
成
立
可

能
性
に

関
す
る
研
究

（
1
5
0
）
神
社
仏
閣

を

有
す
る
観
光
地

の
観

光
行
動
を
配
慮

し
た

駐
車
場
の
配

置
に
関

す
る
研
究

（
1
6
5
）
防
災
意

識
構

造
の
把
握

に
よ
る
リ

ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
関

す
る
研
究
：
福
岡

市

を
事
例
に

（
1
8
0
）
経
済
的

イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策

に
よ

る
通
勤

交
通
手
段

転
換
に
つ
い
て
の
分
析

（
1
9
5
）
交
通

イ
ン
フ
ラ

と
資

源
輸
出
国

経
済

（
2
0
7
）
自
転

車
道
交

差
点

部
に
お
け
る
自

転
車

滞
留
行
動

の
特

性
と
そ
の
影
響
に
関

す
る
調

査
分
析

（
2
2
2
）
車

線
変
更
を

要
因

と
す
る
事

故
多

発
区

間
に
お
け
る
案

内
標

識
・
路
面
標

示
の
有

効
性
検
証

と
対

策
提

案

（
2
3
7
）
都
地
域
住

民
の

検
討
過
程

に
み

る

地
域
公
共
交

通
の
導

入
実
証
実
験

の
あ
り

方
に
関

す
る
一
考
察

－
多
治
見
市

根
本
お

で
か
け
バ
ス
を
事

例

と
し
て
－

T
R
A
N
V
U
T
U

波
多
野
匠

林
由
宇

鐘
江
正
剛

今
井
陽

平
松
島
格

也
大
川

剛
史

鈴
木

清
中

嶋
伸
恵

N
a
ga
o
ka

U
n
iv
e
rs
it
y

o
f
T
e
c
h
n
o
lo
gy

国
土
技

術
政

策
総

合
研

究
所

日
本

大
学

大
学

院
九

州
大

学
大

学
院

徳
島

大
学

大
学

院
京

都
大

学
大
同

大
学

大
学

院
国

土
交

通
省

四
国

地
方

整
備

局
香

川
河

川
国

道
事

務
所

株
式

会
社

オ
オ
バ

名

古
屋

支
店

T
R
A
N
T
H
A
N
H
M
A
I，

K
A
Z
U
S
H
I
S
A
N
O
，

S
A
T
O
S
H
I

T
S
U
C
H
IY
A

橋
本
安

男
，
磯

野
文

暁
，
三

輪
英

生
小

早
川
悟

，
長

田
哲
平

濱
崎

瑛
貴
，
梶

田
佳

孝
，
外
井

哲
志

奥
嶋

政
嗣

，
近

藤
光

男
小

林
潔

司
，
藤

本
佑

哉
坪
井

慶
英

，
嶋
田

喜
昭

粟
生
啓

之
，
福

富
浩

史
，
砂

川
尊

範
，
土

井

健
司

山
本

智
基

，
加

藤
博
和

（
1
2
9
）
A
n
E
m
pi
ri
c
al

A
n
al
ys
is
o
n

C
ri
ti
c
al
G
ap

an
d

F
o
llo
w
-
u
p
T
im
e
at

R
o
u
n
da
bo
u
t

C
o
n
si
de
ri
n
g

G
e
o
m
e
tr
y
E
ff
e
c
t

（
1
3
9
）
ベ
ル

ト
ラ
ン
・

ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
モ
デ

ル
に
よ
る
格
安

航
空

会
社
（
L
C
C
）
の
本
邦

航
空
市
場
参

入
の
影

響
に
関

す
る
分
析

（
1
5
1
）
観
光
統
計

を

活
用
し
た
歴

史
・
文

化
観
光
資
源

の
持
続

可
能
性
と
ま
ち
づ
く
り

施
策
に
関
す
る
研
究

（
1
6
6
）
連
合
自

主
防

災
組
織
を
対

象
と
し

た
地

震
火
災
リ
ス
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関

す
る
研
究

（
1
8
1
）
職
住
分

布
の

状
態
を
考
慮

し
た
地

方
都
市
に
お
け
る
通

勤
交
通

行
動
分
析

（
1
9
6
）
国
土

基
盤
ス

ト
ッ
ク
の
維
持
・
更

新

需
要
に
着
目

し
た
大

規
模
災

害
後
の
短

期

集
中
的

な
投
資

の
影

響
に
関
す
る
一

考
察

（
2
0
8
）
敷
地

内
実
験

を
通
じ
た
自
転
車
道

の
幾

何
構
造
に
関
す

る
検

討

（
2
2
3
）
違

反
種
別
か

ら
み
た
交

通
取
締
り

の
地

域
的
傾
向

に
関

す
る
研

究

（
2
3
8
）
バ
ス
利
用

者

と
非
利
用

者
、
バ
ス

乗
務
員
に
お
け
る
路

線
バ
ス
イ
メ
ー
ジ
の

差
異
に
関
す
る
研
究

康
楠

井
上
岳

外
村
剛
久

大
本
翔
平

高
瀬
達

夫
村
上
英

明
木
村

泰
津
國

翔
太

山
本
克
己

名
古
屋

大
学

大
学
院

国
土
交

通
省

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
法

政
大
学

大
学

院
デ

ザ
イ
ン
工

学
研

究
科

愛
媛

大
学
大

学
院

信
州

大
学

日
本

工
営

株
式
会

社
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部

国
土

交
通

省
国

土
技

術
政

策
総

合
研

究
所

宇
都
宮

大
学

大
学

院
筑

波
大
学

シ
ス
テ
ム

情

報
工

学
研

究
科

中
村
英

樹
，
浅
野

美
帆

丹
生
清

輝
，
喜

渡
基

弘
，
今

村
喬

広
宮

下
清
栄

二
神

透
相

澤
克

吉
藤

原
鉄

朗
，
竹

内
恭

一
，
粕

谷
泉
，
掛

井
孝

俊

本
田

肇
，
沖

本
洋

人
，

高
宮

進
森

本
章

倫
，
加

藤
一

誠
，
神

谷
大

介
谷

口
綾
子

交 通 安 全 萩 原 亨

地 域 公 共 交 通 喜 多 秀 行

第
Ⅱ
-
5
会
場

第
Ⅱ

-
6
会
場

9
:0
0
～

1
0
:3
0

V
II

Traffic Control 大口 敬

航 空 ・ 空 港 （ １ ） 屋 井 鉄 雄

観 光 ・ ま ち づ く り 阿 部 貴 弘

リ ス ク ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 多 々 納 裕 一

交 通 手 段 選 択 （ １ ） 岡 本 直 久

公 共 事 業 評 価 （ １ ） 福 本 潤 也

自 転 車 （ １ ） 大 森 高 樹

第
Ⅰ
-
1
会
場

第
Ⅰ
-
2
会
場

第
Ⅰ

-
3
会

場
第

Ⅱ
-
1
会

場
第

Ⅱ
-
2
会
場

第
Ⅱ
-
3
会
場

第
Ⅱ
-
4
会
場

10



■プログラム／Session Program
第

３
日
／
１
１
月

４
日
（
日
）

会
場

（
1
3
0
）
A
pp
lic
at
io
n

o
f
D
u
al
-
F
ilt
e
r
to

In
c
o
rp
o
ra
te

M
o
de
l

P
a-

ra
m
e
te
r
E
ff
e
c
t

in
T
ra
ff
ic

S
im
u
la
ti
o
n
-
ba
se
d

O
ri
gi
n
-
D
e
st
in
at
io
n

T
ra
ff
ic

D
e
m
an
d

E
st
im
at
io
n

（
1
4
0
）
国

内
航
空
旅

客
の

旅
行
特
性

の
経

年
変

化
に
関
す
る
分

析

（
1
5
2
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

計
画
の
不
実

践
の
解

消
を
目
的
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
バ

ナ
ン

ス
に
関
す
る
研
究

（
1
6
7
）
他
地
域
援

助
に
配

慮
し
た
個
人

の
類
型
化
と
そ
の
援
助

傾
向
に
関
す
る
研

究

（
1
8
2
）
札
幌
市

に
お

け
る
冬
期
自

転
車
利

用
の
実
態

と
対
策

の
必
要
性
に
関
す
る
研

究

（
1
9
7
）
マ
ル

チ
ス

ケ
ー
ル

空
間
に
お
け

る
交
通

政
策
評
価

の
た
め
の

空
間
的
応

用
一
般
均

衡
モ
デ
ル

（
2
0
9
）
自
転

車
通
勤

促
進
策

の
適
用
可

能
性
に
関
す
る
研

究
－

豊
田
市

に
お
け
る
エ

コ
通
勤
を
事

例
に
－

（
2
2
4
）
交

通
信
号
現

示
設

計
方
式
の

違
い

に
よ
る
交
通
処
理

性
能
比

較
分
析

（
2
3
9
）
歩

行
者
と

L
R
T
が
共

存
す
る
ス

ペ
ー
ス
の

安
全
性
確

保
に
関

す
る
研
究

~
フ
ラ
ン
ス
の
Z
o
n
e

pi
e
to
n
n
e
av
e
c

tr
am

w
ay
を
参

考
に
~

A
n
bu
ru
ve
l

藤
生

慎
吉

田
護

山
口
裕
敏

鎌
田
拓
未

石
倉
智

樹
樋
口
恵

一
小
出

啓
明

佐
々
木
賢
太

H
o
kk
a
id
o
U
n
iv
e
rs
it
y

東
京
大

学
大

学
院

学
際

情
報

学
府

学
際

情
報

学
専

攻

京
都

大
学

筑
波

大
学
大

学
院

シ
ス

テ
ム

情
報
工

学
研

究
科

北
海

道
大
学

大
学

院
工

学
院

北
方

圏
環

境
政

策
専

攻

首
都

大
学

東
京

（
公

財
）
豊

田
都
市

交
通
研

究
所

東
京
大

学
皆

野
町

役
場

K
u
n
ih
ir
o
K
IS
H
I，

T
a
ka
sh
i
N
A
K
A
T
S
U
J
I

高
田
和

幸
松

田
曜
子

，
多

々
納
納

一
谷

口
守

，
山

室
寛

明
萩

原
亨

，
高

野
伸

栄
岡

本
信

広
，
石

川
良

文
國
定

精
豪

，
山
崎

基
浩
，
小

野
剛
史

大
口
敬

，
洪

性
俊

石
田
東

生

（
1
3
1
）
A

C
o
m
pa
ra
ti
ve

S
tu
dy

o
n
C
ra
sh

R
at
e

C
h
ar
ac
te
ri
st
ic
s
at

D
if
fe
re
n
t
In
te
rc
it
y

E
xp
re
ss
w
ay

F
ac
ili
ty

T
yp
e
s

（
1
4
1
）
混

雑
空
港
に

お
け
る
騒
音

負
担
の

あ
り
方
と
都

心
上
空

ル
ー
ト
の
活
用

可
能

性
に
関

す
る
一
考
察

（
1
5
3
）
中
山
間
集

落
の

社
会
的
必

要
性
を

評
価
す
る
指
標

の
提

案

（
1
6
8
）
都
市
災
害

時
の
住
民
組

織
に
よ
る

復
旧
活
動
に
関

す
る

調
査
研
究

―
千
葉

県
浦
安
市
を
対

象
と

し
て

―

（
1
8
3
）
安
全
・
安
心

の
価
値
を
考

慮
し
た

道
東
自
動

車
道
の
通

行
料
金
の

評
価

（
1
9
8
）
家
計
立

地
選

択
を
考
慮

し
た
S
C
G
E

モ
デ
ル
に
よ
る
リ
ニ
ア

中
央
新

幹
線
の
便

益
評
価

（
2
1
0
）
自
転

車
歩
道

通
行
政

策
の
矛
盾

に
関
す
る
考

察

（
2
2
5
）
信

号
交
差
点

に
お
け
る
歩
行
者

用
信
号

の
有
無
に
よ
る

車
両

挙
動
の
差

異
に

関
す
る
基
礎
的
分

析

（
2
4
0
）
所

要
時
間
お

よ
び
料

金
の
差
に
着

目
し
た
路
線
バ

ス
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸

送
成

立
条
件
に
関
す
る
研

究

呉
勇

平
田

輝
満

宮
田
将
門

増
子
泰
亮

岩
舘
慶
多

安
藤
倫

規
元
田
良

孝
大
島

達
哉

秋
枝
隆
浩

名
古

屋
大

学
運

輸
政

策
研

究
機

構
(株

)日
建

設
計

シ
ビ
ル

横
浜

市
北

海
道

大
学

大
学

院
工

学
院

山
梨

大
学

大
学

院
岩
手

県
立

大
学

名
城
大

学
大
学

院
理

工
学

研
究

科
九

州
大

学
大

学
院

工
学

府

中
村

英
樹

，
浅
野

美
帆

清
水
吾

妻
介

加
藤

博
和

，
川

瀬
康

博
，
林

良
嗣

佐
々

木
葉

岸
邦

宏
武

藤
慎

一
，
森

杉
壽

芳
宇
佐

美
誠

史
，
後

藤
俊
，
高

橋
慶
多

松
本
幸

正
大

枝
良

直
，
角

知
憲

（
1
3
2
）
M
o
de
lin
g

G
ap

C
h
o
ic
e
at

U
rb
an

E
xp
re
ss
w
ay

M
e
rg
in
g
S
e
c
ti
o
n
s

（
1
4
2
）
高

速
鉄
道
と

空
港

の
接
続
性

が
旅

客
輸

送
市
場
に
与
え

る
影
響
に
関
す
る
一

考
察

（
1
5
4
）
津
波
に
強
い

コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域

構
造

に
関

す
る
研
究

（
1
6
9
）
地
震
災
害

に
対
す
る
想
定
意

識
と

メ
タ
無
知

に
関

す
る

調
査
研
究

（
1
8
4
）
L
O
S
弾
力

性
の
異
な
る
都
市
間

交
通
マ
ク
ロ
需
要
モ
デ

ル

（
1
9
9
）
高
速
道

路
整

備
の
地

域
産
業
へ

の
影
響
に
関
す
る
パ
ネ

ル
分
析

（
2
1
1
）
通
行

方
法
に

着
目
し
た
単
路
部

の
自
転
車

事
故
の
分

析

（
2
2
6
）
歩

行
者
用
信

号
の

赤
残
り
時
間
表

示
に
着
目

し
た
歩
行

者
の

フ
ラ
イ
ン
グ
横

断
に
関
す
る
研
究

（
2
4
1
）
低

料
金
バ
ス

運
行
に
よ
る
中

心
市

街
地
来
訪
促

進
効
果

に
関
す
る
分
析

C
h
u
D
u
n
g
T
ie
n

竹
林

幹
雄

細
川
良
美

山
本
圭
介

山
口
裕
通

佐
藤
慎

祐
萩
田
賢

司
牛
木

隆
匡

大
島
卓
也

N
a
go
y
a
U
n
iv
e
rs
it
y

神
戸
大

学
大

学
院

海
事

科
学

研
究

科
群

馬
工
業

高
等

専
門

学
校

愛
媛

大
学
大

学
院

東
北

大
学

鹿
島

建
設

株
式

会
社

科
学

警
察

研
究
所

東
京
工

業
大

学
大
学

院
理
工

学
研

究
科
土

木
工
学

専
攻

徳
島
大

学
大

学
院

M
ih
o
A
sa
n
o
，
H
id
ki

N
a
ka
m
u
ra

森
田

哲
夫

，
柴

山
菜

摘
，
木

梨
真

知
子

，
森

本
章

倫

羽
鳥

剛
史
，
二

神
透

奥
村

誠
，
T
ir
to
m

H
U
S
Y
IN

藤
井

聡
森
健

二
，
横
関

俊
也

，
矢
野

伸
裕

，
牧
下

寛
鹿

田
成

則
，
小
根

山
裕

之
，
石

倉
智

樹
奥

嶋
政

嗣

公 共 交 通 運 用 高 橋 清

第
Ⅱ
-
6
会
場

1
0
:4
5
～

1
2
:1
5

V
III

Traffic Flow 桑原 雅夫

航 空 ・ 空 港 （ ２ ） 花 岡 伸 也

農 山 村 計 画 簗 瀬 範 彦

コ ミ ュ ニ テ ィ 防 災 金 利 昭

交 通 手 段 選 択 （ ２ ） 佐 々 木 邦 明

公 共 事 業 評 価 （ ２ ） 横 松 宗 太

自 転 車 （ ２ ） 山 中 英 生

交 通 信 号 鈴 木 弘 司

第
Ⅰ
-
1
会
場

第
Ⅰ
-
2
会
場

第
Ⅰ

-
3
会
場

第
Ⅱ

-
1
会

場
第

Ⅱ
-
2
会
場

第
Ⅱ
-
3
会
場

第
Ⅱ
-
4
会
場

第
Ⅱ
-
5
会
場

11
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第
３
日
／
１
１
月
４
日
（
日
）

会
場

（
1
3
3
）
In
fl
u
e
n
c
in
g

F
ac
to
rs

o
n

C
yc
lis
ts
’

B
e
h
av
io
u
r
in

J
ap
an

an
d
E
n
gl
an
d

（
1
4
3
）
ト
レ
イ
ン
・
オ

ン
・
ト
レ
イ
ン
導
入

に
よ
る
北
海
道

の
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構

築
に
関

す
る
研
究

（
1
5
5
）
市
場
取
引

の
関

与
と
財

政
へ
の
意

識
の
関
連
性

と
財
政

破
綻
の
可
能

性
に
対

す
る
考
察

（
1
7
0
）
地
域
に
お
け

る
自
律
型

ま
ち
づ
く
り

の
促
進
に
関
す
る
一

考
察

（
1
8
5
）
自
動
車

の
燃

費
計
算

を
反
映
し
た

交
通
流

シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
超

小
型

車
の
最

高
速
度

に
関

す
る
研
究

（
2
0
0
）
線
形

都
市
経

済
の
人

口
集
積
メ
カ

ニ
ズ
ム

（
2
1
2
）
3
D
V
R
の
立

体
視
に
よ
る
歩
行
者

・
自
転

車
空
間
の

評
価

に
関
す
る
研

究

（
2
2
7
）
車

種
別
確
率

的
利
用
者
均

衡
配
分

モ
デ
ル

を
用

い
た
都

市
高
速
道
路

の
車
種

別
料
金

の
検
討

（
2
4
2
）
大
規
模
地

震
災

害
後
の
鉄

道
の
運

行
再
開
タ
イ
ミ
ン
グ

に
関

す
る
研
究

K
at
ia

A
n
dr
ad
e

松
永

卓
也

遠
藤
皓
亮

久
隆
浩

水
嶋
教

文
中
里
純

宮
田

野
乃
香

井
ノ
口
弘
昭

藤
生
慎

H
o
kk
a
id
o
U
n
iv
e
rs
it
y

北
海
道

大
学

大
学

院
工

学
院

南
海

電
気

鉄
道

株
式

会
社

近
畿

大
学

独
立

行
政

法
人

交
通

安
全

環
境

研
究

所
東
北

大
学

大
学
院

工
学
研

究
科

土
木
工

学
専
攻

宇
都
宮

大
学

大
学
院

工
学
研

究
科

関
西

大
学

東
京

大
学
大

学
院

学
際

情
報

学
府

学
際

情
報

学
専

攻

L
W
o
o
d
s，

S
iic
h
i

K
a
ga
y
a

相
浦
宣

徳
，
岸

邦
宏

藤
井

聡
，
中

野
剛

志
工

藤
希

，
新

国
哲

也
，

大
野

寛
之

坂
本

賢
二

，
池

田
清

宏
，
赤

松
隆
，
河

野
達

仁

森
本
章

倫
秋

山
孝
正

高
田

和
幸
，
小

野
村
広

平

（
1
3
4
）
L
o
n
g-
te
rm

A
si
an

m
o
to
rc
yc
le

sa
fe
ty

st
ra
te
gi
e
s:

R
e
-
e
va
lu
at
in
g

sa
fe
ty

ap
pr
o
ac
h
e
s

（
1
4
4
）
サ

プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
お
よ
び
ス
ー
パ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
均

衡
モ

デ
ル
の

拡
張
：
原
材

料
業

者
の
行
動

と
多

期
間

化

（
1
5
6
）
内
閣
及
び
国

土
計
画
の

国
土
に
対

す
る
関
心
と
両
者
の

同
異
の
長
期

変
化

（
1
7
1
）
壊
滅
的

被
災

下
に
お
け
る
住
民
主

体
に
よ
る
復

興
ま
ち

づ
く
り
の
支
援

に
関

す
る
実
践
的

研
究

（
1
8
6
）
擬
似
最

尤
推

定
法
を
用
い
た
相
互

作
用
モ
デ
ル

に
よ
る

街
路
空

間
改
変
の
影

響
分
析

（
2
0
1
）
2
次
元
人

口
分
布
の

パ
タ
ー
ン
形

成
に
お
け
る
分

岐
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る

研
究

（
2
1
3
）
キ
ー
プ
レ
フ
ト

の
徹

底
に
よ
る
歩

行
者
と
自
転
車

の
通
行

方
法

の
改
善
に
関
す

る
研
究

（
2
2
8
）
交

通
調
査
基

本
区
間
及

び
基
本
交

差
点
デ
ー
タ
更
新
の

効
率
化
に
関
す
る
実

用
的
研
究

（
2
4
3
）
需
給
調
整

規
制

廃
止
前
後

に
お
け

る
鉄
軌
道

の
廃
止
状

況
の
変
化
に
関

す
る

分
析

M
o
h
am

e
d
O
m
e
r

E
S
A
M
E
L

前
田

晃
佑

橋
本
武

南
正
昭

大
山
雄

己
近
藤
直

己
牧
野

浩
志

山
下
英
夫

波
床
正
敏

In
st
it
u
te

fo
r

T
ra
n
sp
o
rt

P
o
lic
y

S
tu
d
ie
s

京
都
大

学
大

学
院

一
般

財
団

法
人

日
本

開
発

構
想

研
究

所
岩

手
大

学
東

京
大

学
工
学

系
研

究
科

都
市

工
学

専
攻

東
北

大
学

大
学
院

工
学
研

究
科

土
木
工

学
専
攻

中
日
本

高
速

道
路
株

式
会
社

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
大

阪
産

業
大

学
工

学
部

都
市

創
造

工
学

科

K
u
n
ia
ki
S
A
S
A
K
I，

K
a
zu
o
N
IS
H
II

山
田
忠

史
，
横

山
大

河
，
谷

口
栄

一
平

井
寛

，
松

田
翔

，
菱

沼
拓

郎
北

川
直

樹
，
羽

藤
英

二
池
田

清
宏

，
赤

松
隆

，
鈴
木

明
憲

平
沢
隆

之
，
洪
性

俊
，

竹
平
誠

治
，
沼
野

猛
山

崎
恭
彦

，
小

塚
清

，
橋

本
浩
良

，
水

木
智

英
山

本
久

彰

（
1
4
5
）
使

用
済
み
小

型
家

電
製
品
に
対

す
る
ロ
バ
ス
ト
在

庫
計

画
ア
プ
ロ
ー
チ

（
1
5
7
）
帰
属
意
識

が
主

観
的
幸
福

感
に
及

ぼ
す
影

響
構
造
に
関

す
る
研
究

（
1
7
2
）
改
正
「
地
区

ま
ち
づ
く
り
条
例

」
の
役

割
の
明
確

化
と
支

援
制
度
の
拡

充
に
関
す

る
研
究
―

豊
中
市
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
事

例
と
す
る
―

（
1
8
7
）
交
通
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
用
い
た

商
用
車

プ
ロ
ー
ブ

カ
ー
デ
ー
タ
に
よ
る
旅

行
時
間

の
予
測

性
に

つ
い
て

（
2
0
2
）
開
発

途
上
国

の
農
村

地
域

に
お
け

る
人

的
資
本
形

成
と

自
然
災

害
，
人
口
流

出
に
関
す
る
基

礎
的

考
察

（
2
1
4
）
道

路
空
間
再

配
分

の
可
能
性

に
関

す
る
研

究

（
2
2
9
）
道

路
交
通
セ

ン
サ
ス
デ
ー
タ
か
ら

み
た
混

雑
度
と
旅
行

速
度
の
関
係

に
関

す
る
一
考
察

（
2
4
4
）
新
幹
線
新

設
駅

の
周
辺
一

体
整
備

に
関

す
る
一
考
察

大
窪

和
明

北
川
夏
樹

田
中
晃
代

吉
田

雄
介

横
松
宗

太
細
谷

江
梨
子

小
塚
清

伊
勢
晋
太
郎

東
北
大

学
東

邦
ガ
ス
株

式
会
社

近
畿

大
学

北
海

道
大

学
大

学
院

工
学

院
京
都

大
学

防
災
研

究
所

早
稲
田

大
学

大
学
院

創
造
理

工
学

研
究
科

建
設
工

学
専

攻

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
筑

波
大

学
大

学
院

シ
ス

テ
ム

情
報
工

学
研

究
科

奥
村
誠

，
平

聖
也

藤
井

聡
中

辻
隆

張
詩

雨
浅

野
光

行
上

坂
克
巳

，
青

木
亮

二
森

英
高

，
谷
口

守

人 口 モ デ ル 小 池 淳 司

歩 行 者 ・ 自 転 車 小 川 圭 一

道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 藤 田 素 弘

鉄 道 （ １ ） 日 比 野 直 彦

1
3
:1
5
～

1
4
:4
5

IX

Two Wheel Vehicles 元田 良孝

物 流 計 画 （ １ ） 竹 林 幹 雄

国 土 計 画 中 川 義 英

P I ま ち づ く り 岩 倉 成 志

交 通 流 吉 井 稔 雄

第
Ⅰ
-
1
会

場
第
Ⅰ
-
2
会

場
第
Ⅰ

-
3
会
場

第
Ⅱ
-
1
会
場

第
Ⅱ
-
2
会
場

第
Ⅱ
-
3
会
場

第
Ⅱ
-
4
会

場
第
Ⅱ
-
5
会
場

第
Ⅱ

-
6
会
場
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第
３
日
／

１
１
月
４
日
（
日

）

会
場

（
1
3
5
）
E
va
lu
at
io
n

o
f
P
u
bl
ic

A
tt
it
u
de

s
to
w
ar
ds

P
ri
va
te

C
ar

an
d
P
u
bl
ic

T
ra
n
sp
o
rt
in

L
ah

o
re
,P

ak
is
ta
n

（
1
4
6
）
荷
役
方

式
に

よ
る
コ
ン
テ
ナ
最
適

配
置
へ
の

影
響

（
1
5
8
）
公
共

政
策
に

関
す
る
大

手
新
聞
社

報
道
に
つ
い
て
の
時

系
列
分

析

（
1
7
3
）
現
場

で
の
活

用
性
に
特

化
し
た
道

路
事
業

の
必
要
性

の
説
明
ロ
ジ
ッ
ク
の

組
み
立
て
に
つ
い
て

（
1
8
8
）
現

状
保
有
車

両
を
考

慮
し
た
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
両

保
有

可
能
性
モ
デ
ル

の
構

築

（
2
0
3
）
香

川
を
起
点

と
す
る
四
国

高
速
鉄

道
導
入
の
社

会
経
済

効
果
分
析

（
2
1
5
）
歩
行
者
を
対

象
と
し
た
道
路
空
間

評
価
に
基
づ
く
環
境

向
上
施
策
検

討
に
関

す
る
研
究

（
2
3
0
）
集
計
Q
K
を
利

用
し
た
ラ
ン
プ
流
入

制
御
手
法

の
有
効
性

評
価

（
2
4
5
）
東
京
都

心
部

お
よ
び
近
郊
部

に
お

け
る
年
齢
構

造
の
時

系
列
分

析

M
u
h
am

m
ad

A
sh
ra
f

J
av
id

西
村
悦
子

田
中
皓

介
濱
田
禎

石
井

亜
也
加

曽
根
慎
太
郎

扇
原
達
也

前
原
慎
也

牧
村
雄

Y
o
ko
h
a
m
a
N
a
ti
o
n
a
l

U
n
iv
e
rs
it
y

神
戸

大
学

京
都

大
学

大
学
院

国
土

交
通

省
徳

島
大

学
大

学
院

香
川
大

学
大

学
院

大
阪

市
立

大
学

大
学

院
愛

媛
大

学
政

策
研

究
大
学

院
大

学

T
o
sh
iy
u
ki
O
ka
m
u
ra
，

F
u
m
ih
ik
o

N
a
ka
m
u
ra
，
S
h
in
ji

T
a
n
a
ka
，
W
a
n
g
R
u
i

今
井

昭
夫

神
田

佑
亮

，
藤

井
聡

大
山

敦
郎

奥
嶋
政

嗣
紀

伊
雅

敦
，
土

井
健

司
日

野
泰
雄

，
内

田
敬
，

吉
田

長
裕

吉
井

稔
雄
，
松

本
洋

輔
，
高

山
雄

貴
日

比
野

直
彦

，
森

地
茂

（
1
3
6
）

U
n
de
rs
ta
n
di
n
g

C
o
m
m
u
te
r’
s

B
e
h
av
io
ra
l

In
te
n
ti
o
n
to

U
se

F
u
tu
re

P
u
bl
ic

T
ra
n
sp
o
rt
w
it
h
A
n

E
xt
e
n
si
o
n
o
f

T
h
e
o
ry

o
f
P
la
n
n
e
d

B
e
h
av
io
r

（
1
4
7
）
ア
ジ
ア
北
米

間
基
幹
航

路
を
対
象

と
し
た
荷
主
の
経

路
選
択
行
動

の
モ
デ
ル

化

（
1
5
9
）
情
報

提
供
が

財
政
に
対
す
る
態
度

に
及
ぼ
す
影
響
に
関

す
る
分
析

（
1
7
4
）
公
共

事
業
の

合
意
形

成
過
程
に
第

三
者
が

関
与
す
る
こ

と
に
関

す
る
一
考
察

（
1
8
9
）
ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通

行
動
と
価
値
観

の
関

係
分
析
－

モ
ス

ク
ワ
と
東

京
を
対
象

に
－

（
2
0
4
）
空

間
的
応
用

一
般
均
衡
モ
デ
ル

「
R
A
E
M
-
L
ig
h
t」
を

用
い
た
道
路

・
港
湾

整
備
の
効
果

分
析

（
2
1
6
）
S
o
c
ia
l
F
o
rc
e

M
o
de
lを

用
い
た
災

害
時
地
下
歩

行
空
間

内
に
お
け
る
歩
行
者

の
避
難
挙
動

分
析

（
2
3
1
）
パ
ラ
メ
ー
タ
推

定
の
た
め
の
デ
ュ
ア

ル
フ
ィ
ル

タ
の

設
計
と

動
的
交
通

流
推
定
へ

の
適
用

（
2
4
6
）
大
都
市

圏
に

お
け
る
効
率
的

な
鉄

道
利
用

方
策
の
検

討
-
首
都
圏
の

鉄
道
利

用
実
態

の
分
析
か

ら
-

B
o
ri
th

L
O
N
G

堂
前
光
司

遠
藤
皓

亮
大
谷
悟

徳
田

紗
友
里

佐
藤
啓
輔

谷
口
豊

小
林
剛

小
川
達

也

H
o
kk
a
id
o
U
n
iv
e
rs
it
y

神
戸

大
学
海

事
科

学
研

究
科

南
海

電
気

鉄
道
株

式
会

社
国
土

交
通

省
国
土

技
術
政

策
総

合
研
究

所
東

京
大

学
大

学
院
工

学
系
研

究
科

社
会
基

盤
学
専

攻

復
建
調

査
設

計
株

式
会

社
北

海
道
大

学
大

学
院

工
学

院
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
㈱

東
京

都
市

大
学

大
学

院

K
h
u
n
ih
ir
o
K
IS
H
I，

T
a
ka
sh
i
N
a
ka
ts
u
ji

竹
林

幹
雄

藤
井

聡
，
中
野

剛
志

深
澤

竜
介

，
岩
佐

賢
治
，
溝

口
秀

勝
，
矢

嶋
宏
光

鳩
山
紀

一
郎

小
池
淳

司
，
川

本
信

秀
中

辻
隆

中
辻

隆
中

村
隆

司

（
1
4
8
）
バ
ル
ク
貨

物
コ
ン
テ
ナ
化
の

影
響

に
つ
い
て
-
北

米
西

航
を
通
じ
た
金

属
ス

ク
ラ
ッ
プ
輸

入
の
分
析

-

（
1
6
0
）
実
践

的
な
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
都
市

評
価
指

標
が
自
治

体
の
意
識

・
行

動
に
及

ぼ
す
影
響
に
関
す
る

基
礎
的

考
察
―
―

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
評

価
指
標
を
事

例
に

（
1
7
5
）
高
規

格
堤
防

整
備
の

長
期
化
要

因
と
世
論
動
向

の
因
果

分
析

（
1
9
0
）
途

方
都
市
圏

に
お
け
る
自
動
車

通
勤
者

の
出
勤
時

刻
決

定
に
関
す
る
要
因
の

分
析

（
2
0
5
）
都

市
間
旅
客

交
通
の
最
適

モ
ー
ダ

ル
ミ
ッ
ク
ス
検
討
の
た

め
の
計

画
モ
デ
ル

（
2
1
7
）
道
路
の
物

理
的

空
間
が
機

会
犯
罪

に
与

え
る
影

響
に
関

す
る
研
究

（
2
3
2
）
高
速
道

路
の

維
持
修
繕

費
用
を
考

慮
し
た
効
率

的
交
通

流
配
分

（
2
4
7
）
駅
に
着
目

し
た
高
速
鉄
道

の
計
画

概
念
の

国
際
比
較

川
崎
智
也

市
川
嘉

一
小
野
泰

大
西

洋
揮

奥
村
誠

岩
田
卓
也

瀬
木
俊
輔

大
野
木

洋
輔

（
公
財

）
日

本
海

事
セ

ン
タ
ー

埼
玉

大
学

大
学
院

理
工

学
研

究
科

芝
浦

工
業

大
学
大

学
院

徳
島
大

学
大

学
院

東
北
大

学
九

州
大
学

工
学

府
都

市
環

境
シ
ス
テ
ム

工
学

専
攻

京
都

大
学

京
阪

電
気

鉄
道

株
式

会
社

松
田

琢
磨

久
保

田
尚

望
月

良
亮

，
岩
倉

成
志

奥
嶋
政

嗣
H
U
S
Y
IN

T
ir
to
m
，
山

口
裕
通

松
永

千
晶

，
角

知
憲

田
上

貴
士
，
小

林
潔

司
家

田
仁

第
Ⅰ

-
1
会

場
第

Ⅰ
-
2
会
場

第
Ⅰ
-
3
会
場

第
Ⅱ
-
1
会
場

第
Ⅱ
-
2
会
場

第
Ⅱ
-
3
会
場

第
Ⅱ

-
4
会

場
第

Ⅱ
-
5
会

場
第

Ⅱ
-
6
会
場

1
5
:0
0
～

1
6
:3
0

X

Public Transport 福田 敦

物 流 計 画 （ ２ ） 苦 瀬 博 仁

メ デ ィ ア 長 田 哲 平

合 意 形 成 秀 島 栄 三

自 動 車 保 有 ・ 利 用 毛 利 雄 一

地 域 分 析 徳 永 幸 之

歩 行 者 谷 下 雅 義

交 通 制 御 赤 松 隆

鉄 道 （ ２ ） 金 子 雄 一 郎
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■プログラム／Session Program

第
３
日

／
１
１
月
４
日

（
日

）

会
場

（
1
6
1
）
都

市
マ
イ
ク
ロ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
を
用
い
た
多
様

な
政
策
手
段

の
組
合

せ
選

択

（
1
7
6
）
地
域
S
N
S
の

活
用
に
よ
る
地

域
活

動
活
性
化
に
関
す
る

研
究

（
1
9
1
）
生
活
道
路

に

お
け
る
交
通
安
全

施
設
に
よ
る
視

覚
障
害

者
の
移
動

支
援
可
能

性
の
考
察

（
2
1
8
）
「
抜
け
道
」
交

通
抑
制

の
た
め
の
啓

発
看
板

の
有
効
性

の

検
討

（
2
3
3
）
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

通
行

権
取
引
制

度
に

基
づ
く
エ
リ
ア
流

入
制

御

（
2
4
8
）
"
列

車
の
渋

滞
"
を
抑

制
す
る
た
め

の
制
御
方
策

と
運

ダ

イ
ヤ
の
同
時
決

定

杉
木

直
吉

田
泰
介

稲
垣
具
志

竹
原
友

也
和
田

健
太
郎

大
澤
実

（
株

）
ド
ー
コ
ン

早
稲

田
大

学
創

造
理

工
学

研
究

科
建

設
工

学
専

攻

成
蹊

大
学

大
同

大
学

大
学
院

東
北
大

学
大

学
院

情
報

科
学

研
究

科
東

北
大
学

大
学

院

大
谷
紀

子
，
宮
本

和
明

浅
野

光
行

佐
山

英
明
，
濱

井
正

洋
，
大
倉

元
宏

嶋
田

喜
昭

赤
松
隆

赤
松

隆

（
1
6
2
）
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
お
け
る
動
学
的

不
整
合

問
題
の
影

響
：

陸
前

高
田
市
防

潮
堤

整
備

を
例
と
し
て

（
1
7
7
）
IC
T
を
活

用
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
醸

成
効
果
に
関
す
る
分

析

（
1
9
2
）
ハ
ン
ド
ル

形

電
動
車
い
す
の
自
動

減
速
に
よ
る
搭
乗
者

へ
の
効
果

に
関

す
る

研
究

（
2
1
9
）
走
行

状
態
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分

析

に
基
づ
く
E
V
の
走
行

支
援
道

路
イ
ン
フ
ラ

の
整
備

に
関
す
る
研

究

（
2
3
4
）
羽

田
空
港
ア

ク
セ
ス
バ

ス
の
所
要

時
間

信
頼
性
分

析

（
2
4
9
）
駅
施
設
の

許

容
捌
け
交
通
量
に
関

す
る
研
究
‐
都
心
駅

周
辺
の
急
速

な
都
市

開
発
に
よ
る
鉄

道
駅

の
激
し
い
混
雑

へ
の

対
応
に
向
け
て
‐

北
村

直
樹

新
目
真
紀

橋
本
真
彌

栗
栖
嵩

荻
原

貴
之

森
田
泰
智

東
北
大

学
大

学
院

名
古

屋
工

業
大

学
大

学
院

工
学

研
究

科
大

阪
大

学
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
株
式

会
社

芝
浦
工

業
大

学
大
学

院
（
一

財
）
運

輸
政

策
研

究
機

構

河
野
達

仁
，
山
崎

清
，

岩
上
一

騎
秀

島
栄
三

，
松

田
曜

子
，
岡

田
憲

夫
猪

井
博

登
，
栗

山
龍

起
，
岡
田

和
也

高
橋

清
，
井

上
秀
行

岩
倉
成

志
，
野

中
康

弘
，
石

田
貴

志
森

地
茂
，
伊

東
誠

（
1
6
3
）
待

機
児
童
の

計
画

的
解
消
に
向
け

た
保
育
所

の
整
備
モ

デ
ル
に
関
す
る
研

究

（
1
7
8
）
隠
れ
マ
ル

コ

フ
モ
デ
ル
に
よ
る
公

的
討
議
の
分

析

（
1
9
3
）
買
い
物
需
要

を
考

慮
し
た
買

い
物

困
難
者
の

発
生
予
測

手
法
に
関
す
る
研

究

（
2
2
0
）
駅
前

広
場
整

備
に
関
す
る
基

礎
的

研
究

（
2
3
5
）
通

勤
時
の
渋

滞
改

善
の
取
組

み
に

つ
い
て

（
2
5
0
）
鉄
道
廃
線

前
後

に
お
け
る
沿

線
住

民
の
交
通
行

動
・
意

識
変
化
に
関
す
る
基

礎
的
研
究

岩
本

泉
穂

森
崎
孔
太

山
田
綱
己

小
滝
省

市
池
上

照
子

國
定
精
豪

早
稲
田

大
学

大
学
院

創
造
理

工
学

研
究
科

建
設
工

学
専

攻

広
島

大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

香
川

大
学
大

学
院

㈱
日

本
海

コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト

ト
ヨ
タ
自

動
車

（
公

財
）
豊

田
都

市
交

通
研

究
所

中
川
義

英
塚

井
誠
人

，
難

波
雄
二

紀
伊

雅
敦
，
土

井
健

司
，
伊
丹

絵
美

子
高
山

純
一

，
中

山
晶

一

朗
山

崎
基
浩

，
加

地
範
康

地 区 交 通 橋 本 成 仁

渋 滞 ・ 時 間 信 頼 性 倉 内 文 孝

鉄 道 （ ３ ） 波 床 正 敏

第
Ⅱ
-
4
会
場

第
Ⅱ
-
5
会
場

第
Ⅱ

-
6
会
場

1
6
:4
5
～

1
8
:1
5

X
I

政 策 選 択 石 倉 智 樹

計 画 情 報 羽 鳥 剛 史

交 通 弱 者 磯 部 友 彦

第
Ⅰ
-
1
会
場

第
Ⅰ
-
2
会
場

第
Ⅰ
-
3
会
場

第
Ⅱ

-
1
会
場

第
Ⅱ

-
2
会

場
第

Ⅱ
-
3
会
場
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■埼玉大学へのアクセス／Access

＜所在地＞埼玉県さいたま市桜区下大久保２５５

＜アクセス方法＞

※来客用駐車場は十分にありませんので、公共交通機関をご利用下さい。

１）JR 京浜東北線「北浦和駅」西口下車→バス「埼玉大学」ゆき（終点）

２）JR 埼京線「南与野駅」下車→北入口バス停から「埼玉大学」ゆき（終点）

→西口バス停から「志木駅東口」ゆき（「埼玉大学」下車）、「埼玉大学」ゆき（終点）

３）東武東上線「志木駅」東口下車→バス「南与野駅西口」ゆき（「埼玉大学」下車）

※志木駅では担当者によるご案内はございません。
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■埼玉大学へのアクセス／Access

４）タクシーの利用（以下のタクシー会社へお電話ください）

平和自動車 048-832-1515

埼玉交通 048-861-1515

0120-315089 フリーダイヤル

与野交通 048-852-6385

飛鳥交通 0120-368055 フリーダイヤル

＜電車所要時間（例）＞

JR 東京駅から北浦和駅まで（京浜東北線快速利用）：39 分

JR 上野駅から北浦和駅まで（京浜東北線快速利用）：33 分

JR 新宿駅から南与野駅まで（埼京線利用）：34 分

JR 池袋駅から南与野駅まで（埼京線利用）：29 分

JR 大宮駅から：北浦和駅まで 7 分／南与野駅まで 7 分

※埼京線南与野駅には快速・通勤快速は止まりません。

＜バス所要時間・料金＞

北浦和駅西口から埼玉大学まで：約 15 分／190 円

南与野駅北入口及び南与野駅西口から埼玉大学まで：約 10 分／170 円

東武東上線志木駅から埼玉大学まで：約 25 分／240 円

※志木駅では担当者によるご案内はございません。

＜バス停案内図＞

北浦和駅 南与野駅（※西口駅前広場も有り）
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■埼玉大学へのアクセス／Access

＜バス停案内図＞

志木駅

＜バス時刻表＞

■各駅→埼玉大学

停留所：北浦和駅西口（北浦和駅西口５番のりば）

系統：北浦０３ 行き先：埼玉大学

時 平日 土曜 日祝

6 00● 15 30 45● 55 19● 36 59● 19● 36 59●

7 04● 12 20 28● 34● 40 46● 52 58● 15 30 45● 15 30 45●

8 04 09● 14 19● 23 27● 31 35● 39 44● 49 55● 00 12● 24 36● 48 00 12● 24 36● 48

9 02 08 14● 21● 28 34● 40 45● 50 55 00● 12 24● 36 48● 00● 12 24● 36 48●

10 00● 05 10● 15 20 25● 31● 38 48 58 00 12● 24 36● 48 00 12● 24 36● 48

11 08● 18 28● 38 48● 58 00● 12 24● 36 48● 00● 12 24● 36 48●

12 08● 18● 28 38● 48 58● 00 12● 24 36● 48 00 12● 24 36● 48

13 08● 18 28 38 48● 58 00● 12 24● 36 48● 00● 12 24● 36 48●

14 08 18● 28 38 48● 58 00 12● 24 36● 48 00 12● 24 36● 48

15 07● 16● 25 34 42● 50 58● 00● 12 24● 36 48● 00● 12 24● 36 48●

16 05● 12 20 28● 36● 44 52● 00● 12 24● 36 48 00● 12 24● 36 48

17 00 07 14● 21 28● 35 42● 49● 56 00● 12● 24 36● 48 00● 12● 24 36● 48

18 03● 10 17● 25 33● 41 49● 57 00● 12 24● 36 48● 00● 12 24● 36 48●

19 05● 13 21● 29 37● 46● 55 00 12● 25● 38 52 00 12● 25● 38 52

20 05 15 25● 35● 45 55● 06 20● 34● 49 06 20● 34● 49

21 06 17● 29 40● 54 06 27● 48 06 27● 48

22 07● 19 32● 45 10● 35 10● 35

23 00 18★ 40☆

無印…国際興業バス ☆…国際興業運行 深夜バス（運賃倍額）

●…西武バス ★…西武バス運行 深夜バス（運賃倍額）
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■埼玉大学へのアクセス／Access

停留所：南与野駅北入口

系統：北浦０３ 行き先：埼玉大学行き

時 平日 土曜 日祝

6 04● 19 34 49● 59 23● 40 23● 40

7 08● 16 24 32● 38● 44 50● 56 03● 19 34 49● 03● 19 34 49●

8 02● 08 13● 18 23● 27 31● 35 39● 43 48●

53 59●

04 16● 28 40● 52 04 16● 28 40● 52

9 06 12 18● 25● 32 38● 44 49● 54 59 04● 16 28● 40 52● 04● 16 28● 40 52●

10 04● 09 14● 19 24 29● 35● 42 52 04 16● 28 40● 52 04 16● 28 40● 52

11 02 12● 22 32● 42 52● 04● 16 28● 40 52● 04● 16 28● 40 52●

12 02 12● 22● 32 42● 52 04 16● 28 40● 52 04 16● 28 40● 52

13 02● 12● 22 32 42 52● 04● 16 28● 40 52● 04● 16 28● 40 52●

14 02 12 22● 32 42 52● 04 16● 28 40● 52 04 16● 28 40● 52

15 02 11● 20● 29 38 46● 54 04● 16 28● 40 52● 04● 16 28● 40 52●

16 02● 09● 16 24 32● 40● 48 56● 04● 16 28● 40 52 04● 16 28● 40 52

17 04 11 18● 25 32● 39 46● 53● 04● 16● 28 40● 52 04● 16● 28 40● 52

18 00 07● 14 21● 29 37● 45 53● 04● 16 28● 40 52● 04● 16 28● 40 52●

19 01 09● 17 25● 33 41● 50● 59 04 16● 29● 42 56 04 16● 29● 42 56

20 09 19 29● 39● 49 59● 10 24● 38● 53 10 24● 38● 53

21 10 21● 33 44● 58 10 31● 52 10 31● 52

22 11● 23 36● 49 14● 39 14● 39

23 04 22★ 44☆

無印…国際興業バス ☆…国際興業運行 深夜バス（運賃倍額）

●…西武バス ★…西武バス運行 深夜バス（運賃倍額）

停留所：南与野駅西口

系統：志０３－３ 北朝０２ 行き先：埼玉大学経由 志木駅東口 北朝霞駅行き
時 平日 土曜 日祝

6 47 48 48

7 02朝 15 37 10朝 33 10朝 33

8 01 24 45 18 58 18 58

9 05朝 30 23朝 37 23朝 37

10 00 40 10 40 10 40

11 03 30朝 40 00朝 20 58 00朝 20 58

12 20 43 20朝40 20朝40

13 08朝 30 58 05 28朝 42 05 28朝 42

14 20 43朝 20 42 20 42

15 10 40 06朝 20 58 06朝 20 58

16 05 15朝 24 45 23朝 37 59 23朝 37 59

17 12 30 52 36 36

18 07 朝25 50 02 18朝 38 02 18朝 38

19 14 37 51朝 10 45 10 45

20 06 35 25 25

21 5 5 5

無印…宿経由 志木駅東口行き 朝…中宗岡経由 北朝霞駅行き（※宮戸橋→直行→北朝霞駅）

停留所：南与野駅西口

系統：南与 01 行き先：埼玉大学行き
時 平日 土曜 日祝

10 15● 20

16 40●

17 00●

無印…国際興業バス ●…西武バス
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■埼玉大学へのアクセス／Access

停留所：志木駅東口

系統：志０５ 志０５－２ 志０５－３ 志０３－３

行き先：宿・宗岡蓮田・埼玉大学経由 南与野駅西口 《宿回り》宗岡循環
時 平日 土曜 日祝

6 15 宿 28 40 中 57 宿 42 58 宿 42 58 中

7 10 中 22 35 宿 48 宿 55 18 宿 32 42 宿 58 宿 18 宿 32 48 宿

8 03 宿 15 28 宿 40 55 宿 13 25 中 38 宿 50 13 30 中 50

9 08 22 宿 35 45 宿 57 05 中 15 24 宿 35 46 宿 56 02 宿 15 35 56

10 06 宿 22 35 中 50 07 宿 22 中 33 47 宿 07 宿 22 宿 33 47 中

11 04 宿 17 中 30 42 宿 57 04 21 宿 31 46 宿 04 21 宿 31 46 宿

12 08 宿 25 宿 38 53 中 02 宿 15 26 中 42 宿 52 02 宿 15 26 宿 42 宿 52

13 08 23 中 35 45 宿 06 宿 22 宿 30 43 宿 54 06 宿 18 中 30 43 宿 54

14 02 中 16 30 中 46 07 宿 22 宿 32 46 中 06 宿 22 宿 32 46 中

15 02 宿 15 30 中 42 宿 52 02 宿 12 23 宿 34 46 中 02 宿 12 23 中 34 46 宿

16 07 宿 23 宿 38 50 中 02 宿 15 29 宿 45 宿 56 02 宿 15 29 宿 45 宿 56

17 03 宿 16 26 宿 39 宿 48 58 宿 08 宿 25 宿 38 48 宿 08 宿 25 宿 38 52 中

18 08 宿 18 28 宿 38 宿 48 58 中 02 中 15 27 宿 42 57 中 04 宿 15 28 宿 42 57 中

19 08 宿 18 30 中 41 中 50 12 中 28 43 中 12 中 28 43 宿

20 02 中 15 中 28 38 宿 49 中 00 宿 15 30 宿 45 中 58 宿 00 宿 15 30 宿 45 中 58 宿

21 00 宿 10 24 宿 38 中 53 宿 10 27 宿 44 宿 10 27 宿 44 中

22 13 宿 33 宿 52 宿 02 宿 20 宿 38 宿 54 中 02 宿 20 中 40 中

23 10 宿 26★ 52★ 14 中

無印…宿・宗岡蓮田・埼玉大学経由 南与野駅西口ゆき 宿…宿回り 宗岡循環

中…宿・宗岡蓮田経由 中宗岡ゆき ★…宿・宗岡蓮田→中宗岡・下宗岡三丁目ゆき 深夜バス（運賃倍額）

■埼玉大学→各駅

停留所：埼玉大学

系統：北浦０３ 行き先：南与野駅北入口経由 北浦和駅西口

時 平日 土曜 日祝

5 35● 50

6 05 20● 33 43● 51 59 00● 18 38● 54 00● 18 38● 54

7 06● 12● 18 25● 32 38● 44 50● 56● 08 22● 35 47● 59 08 22● 35 47● 59

8 01 06● 12 18● 24 31● 37 43 49● 55● 11● 23 35● 47 59● 11● 23 35● 47 59●

9 01 07● 13 19● 25 31 37● 44● 51 58● 11 23● 35 47● 59 11 23● 35 47● 59

10 05● 12 19 27 38● 48 58● 11● 23 35● 47 59● 11● 23 35● 47 59●

11 08 18 28● 38 48● 58● 11 23● 35 47● 59 11 23● 35 47● 59

12 08 18● 28 38● 48● 58 11● 23 35● 47 59● 11● 23 35● 47 59●

13 08 18 28● 38 48 58● 11 23● 35 47● 59 11 23● 35 47● 59

14 08 18 27● 35 42● 49● 57 11● 23 35● 47 59● 11● 23 35● 47 59●

15 07 16● 25 34● 43● 52 11 23● 35● 47 59● 11 23● 35● 47 59●

16 00 08● 14● 20 26● 32 38 44 50● 56 11 23 35● 47● 59 11 23 35● 47● 59

17 03● 10 17● 23● 30 38● 46 54● 11● 23 35● 47 59● 11● 23 35● 47 59●

18 02 09● 16 24● 32 40● 48 56● 11 23● 35 47● 59● 11 23● 35 47● 59●

19 04 13● 22● 31 41 51 11 24 37 51● 11 24 37 51●

20 01● 11● 21 32● 43 55● 07● 22 40 07● 22 40

21 07 19● 31 43● 55 00● 22 47● 00● 22 47●

22 07● 20 38 55● 10 10

23 18☆

無印…国際興業バス ☆…国際興業運行 深夜バス（運賃倍額）

●…西武バス ★…西武バス運行 深夜バス（運賃倍額）
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■埼玉大学へのアクセス／Access

停留所：埼玉大学

系統：南与０１ 志０３－３ 北朝０２ 南与０２ 行き先：南与野駅西口行き

時 平日 土曜 日祝

6 30 43 53

7 16 35 57 05 55 05 55

8 20 34 42 25 45 25 36

9 07 34 46● 59 13 38 58 13 38 58

10 11 22 46 19 35 56 19 35 56

11 14 56 27 54 27 54

12 20 41 56 10 38 10 38

13 32 59 15 35 53 15 35 53

14 21 40 17 39 55 17 39 55

15 12 39 56 37 59 37 59

16 16 23● 30 41● 53 21 40 21 40

17 02 27 40 59 21 41 21 41

18 20 43 03 40 03 40

19 05 25 48 06 28 52 06 28 52

20 12 50 37 37

21 09 32 32 32

無印…国際興業バス ●…西武バス

停留所：埼玉大学

系統：志０３－３ 行き先：志木駅東口

時 平日 土曜 日祝

6 55 56 56

7 26 48 41 41

8 12 35 56 26 26

9 39 06 46 06 46

10 09 49 19 49 19 49

11 12 49 29 29

12 29 52 07 49 07 49

13 39 14 51 14 51

14 07 29 29 51 29 51

15 20 50 29 29

16 15 34 55 07 46 07 46

17 22 40 08 45 08 45

18 02 35 11 47 11 47

19 00 22 45 18 53 18 53

20 14 43 33 33

21 13 13 13
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■埼玉大学構内案内図／Map

※土日の昼食は第 1 学生食堂がお使い頂けます。

※開催校ではプリンター・コピー機のサービスは提供していません。

※大学会館にはコンビニエンスストア（7:00-23:00)があり、コピー機、ATM があります。

Ⅳ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ

100m
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■棟内案内図／Floor Map
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■棟内案内図／Floor Map

出入口
Entrance

EV

WC
休憩・練習室
Lounge
Preperation Room

Ⅱ-１ Ⅱ-２

1F

出入口
Entrance

委員会等会議室
Meeting Room
MⅡ-2

委員会等会議室
Meeting Room
MⅡ-1

Building
建物 工学部講義棟Ⅱ

Building
建物 Ⅲ

EV

WCⅡ-３

2F

委員会等会議室
Meeting Room
MⅡ-4

委員会等会議室
Meeting Room
MⅡ-3

EV

WC

Ⅱ-４

3F

EV

WC

Ⅱ-５

4F

Ⅱ-６
N

23



■棟内案内図／Floor Map
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■棟内案内図／Floor Map

↓大学会館 1 階入口方向
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